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統計上より見た大阪府の概観
－昭和28年版大阪府統計年鑑記述篇－
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中河内郡が孔万人を超え、南河内郡が17万人に近く、＝泉北堺が約13万人で郡部の人口紐は82万人をこえている。い

まこれを市部蘭に示すと弟1表わ通わである。

募1衰　　　　　市　響．劇　の　人　口　と　世　讐　数

世帯数　　人　口　　　　　　　　　　世帯数　　　人　口

大阪府：g劇㍉鵡・4，181，2日　　拙筆市　　7，上船2　　　35，631
高槻市　　9，953　　　▲蛤，（：髄

大阪市　516，罰XI　2，195，541　　貝塚市　10，（X氾　　　53，245

賓和田需　認諾　認£∋　宗易需　王3：麗　雲儲
豊中市　　乳減　　92，・革1　茨木二市　　8，347　　　37，m
布施市　　37，5m l∝），5；B　　八尾市　16，m　　　72，341
池田市．10．6詑　　　47，6（　　泉佐佐　市　　7，194　　：8，724
吹田市　17，弼　　　81，775　　富田林市　　6．697　　　31，〔畳：）

世帯数

寝屋川市　　6，脱
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最近における本階の人口加速度は、若干その歩調をゆるめて来たように見受けられる亡すなわち、昭和丑年国勢

調査以来28革の間に38余万人の人口増加を京しているが、昭和刀年7月1日における住民登録人口は4，181，m3人で

あるから、昭和25年に対する器年の増加人口216．岨5人にkL、茄年一刀年間？増加人口は107，m人に熊少したこと

になる。もっとも、2色牢人口と刀年人口との調査時点には、3カ月間のズレがあるため、この人口増加の比l酎ま正鵠

を欠く憾みがあるが、これをいま月間平均増加人口で補足して考えてみても、昭利訂年は15万人近くが増加したとみ

なされるからいづれにしても、喝調127年における人口増加の適度が幾分弛緩の様相をみせたことは事実である。

また、この昭利刀年7月1日の総人口は、本府最大人口（唱和14年）4，田4，別7人からみればその馬・8％に当り、昭

和式）年の昭和年間における本府最少人口乙肋，麗8人からみれば49・3％の増加率となっていろ。

なお、以下に昭利か年7月1日の人口について、数啓の観点からその概況を記述するが、それまでに該調査の性格

を述べ、賃料利用に当っての誤解をさけると共に利用に便なるよう努めることにした0

㈲・住民宣鐘人口の推計lこついて

脚7年7月1日現在で実施された住民聖経は、「市町村においてその住民を登録することによぅて、住民の居住

緊床を公証し、その日常生活の利便を図ると共に、常時人口の状況を明かにし、督啓行政事務の適正で簡易な切に

贅する事を日的」としているように、その事1の日的仕官住尿係の公証でもわ、人口統計の作成は第二義的である○

したがって国勢調査その他の人口調査とこれを周一視する事はできないが、5年毎に行われる国勢調査以外に、最新

の棄科が要求等れる以上、常に何らかの方法で：現在人口を把握する必要がある。そこでこの住民登録人口に外国人萱・

録人口を加闇：し算出したのがこの推計人口である。

住民登録と国勢調査との相違点は、先ず調査の場所の相違が考えられる。すなわち、l司蓼調査は庶朋として常住世

帯つまり生活の本拠としての住所でもなければ配給のための萱録世帯でもなく、あくまでも客】鼠的な事実によって決

定された世帯で調べられているが、＿住民登録の揚創ま明らかに民法で拡する生活の木綿において調査を受けてい

る。したがって両者の間には客観的事巽によるか主観的判断によるかの相違がある。更に細部に耳っては、常住柚の

ないもの、船脚員、入院患者、欄所の収容者、保安隊内居住者などの喧超い方においても若干の異りがある。

しかし、この人口統計が国勢調査を補間するものとして推計され、利用に供するという点において、触ま判断

の決するところにあるといえるだけであるから一「応肝下の人口を知ることが出来るものと考えて差し支えなかろう。

13）大阪府の人口分布

昭利か年7月1日現在における大阪府の人口は粟1418万人、世帯数は約防万人と推定される。勿論この人口は・前述

の如く、府民の嘩所（生活の本攫）においてとらえたものである○そのうち、大阪市の入射王2刀万人に近く、堺市

が22万人を超え、榔市が約16万人、岸和田市が約10万人で、衛星都市の人口総数は山一5万人を超えている○脚では

また、この人口を昭和25年国勢調査の人口と比較してみると、総数において32万人以上の増加を見ているのである

が、他方、面積の増加が期待出来ないとすれば当然人口密匿が大となって来たことが予想される。そこで、今回の人

口を用いて人口一軒宴を計算し、これを昭和器等国勢調査人口に基く密度と比較してみよう。先ず、市部別の人口密度

は鼻2表の通りである。

男2表　　　　　市　　郡　　別　　人　　口　　密　　度

昭和25年　好打27年
10月1日　7月1日

大阪府　　2，1器人　2，Ⅹ）4人

大阪市　10，564　m，857
堺　　市　　4，∝広　　4，芸芯
岸和田市　1，437　1，4Ⅸ）
豊中市　　2，633　　2，818
布施市　7，458　7，9乃
池田市　　2，（：腿　　2，181
吹田市　　3，8賞）　4，α追

昭利2昏牢　昭利27年
10月1日　7月1日

泉大津市　　3，引旧人　3，787人
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喝抑牢　昭和27年
10月1日　7．月1日

寝屋川市　1，452人1，520人
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昭和器年国勢調査によれは人口許斜ま守口市が最大であったが、今やその地位を大阪市に護ったものの如くであ

る。しかし∴守口市は依然として第2位を占め躍他の衛星諸都市を凌駕している。これにつづくものは布施市で、

次いで堺、吹田、八尾、泉大津の各市の慣となっている。人口密度が昭利述年よりも低下したのは瞳かに貝塚市のみ

である8

㈲　人　口　の’推　移　一

哉後における本村の人口は、i旺済の復興と共に加速匿的に増加してきた。昭和刀年には28〇万人に減少した大阪l符の

人口は、21年には刀7万人、22年には33万人、23年には351万人と＿な．り、昭和咽常套ではま好万余人を数え、昨

年ほ瓜7万人と推定された○そして、本年7月1日では祖8万人を翠破したのであって、終戦後は7年間に1鳶万人の

人口増加を見、毎年乎均して刀万人近くの人口増加を現出したわけである。しかしなお∴本紆人口の最盛時であった

昭調且4年には温かに及ばないのであって、当時は人口亜7万を数え、世帯削ま100万を突破していたのでみる。

ここで昭和お年国勢澱査？人口と昭和刀年7月－1月現在の人口とを市訊別に比較することに上り、如何なる職に

人口が増加し、また鮮少Lたかを考察して見よう。（第・3表は市茹別の人口増加数を戻すものであって、数字に－の

第3表　　　　市　部　別　人　口　蠣　加　数　（昭和五年国勢調査との比駁）

増加人口

大阪府　　324，1だ6

大阪市　　‾29，05
堺　　市　　10，5器
岸和田市　　　2，減
量中市　　　6，α迫
布コ随一市　　10，469

池田市
吹田市
農相珊
高槻市
長案市
守守1市
枚方市

増加人口
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あるのは談少である。）

第3義によって明らかな如く、国勢脚の1年9ヵ月間に増加した人口のうち73・8％までを大阪市が占め、

堺、布施の両市豊中、八尾、守口市等がこれに次いでいる。郡部では中河内が最も多く、泉才、臼可内の両部がこれ

に次ぐが大した増加ま認められない。ただ、員坂市が僅かながら減少を見せた革娠L紡顔王国の不調を物語るもので

あろうか○とにかく、：碩市並びにその際院都市の躍進は目ざましいものがあるが、この現象巨しその地域の経済活

勤と密接な関係にあるものと考えられる。

ここで軍に最近4カ年間における市瓢別の人口増加を検討する事によって、増加傾向を市部間に把起し、将来の人

口推計に対する1つのより所を京唆したいと考える。すな

わち、昭利23年8月1日に実施された常住人口調査の耗巣

と、その環約4年（正確には3年u月）を経た昭和刀年7

月1日現在の人口を比較することによって、最近の1年間

ほどの鞭人口の増加があったかを市部罰に示せば束4表

の如くである。

大阪府の人口増加住1年に約16万人と推定されるが、そ

のうち大阪市が釣追万6千人で76％を占め、堺市は6千人

を考え、これにつづくものは布施市で5千人に重々とし、

中河内郡、豊中市等も多い。勿論、この数字がそのまま将

来の市艶聞人口推計に役立つというわけではなく、1つの

より所を提供するに過ぎないことを繰返して申しあげる。

何故ならは、人口取曙練ほ経済的零箆の変化によって大い

に左右されるからである。

匝　世帯人員と男女の比率

昭和27年7月1日こ現在の府下世帯数は948，579と推定さ

れ、級人口4，181，m3人に対する平均世帯人見l王4．49人で

ある。昭利諮年国勢調査に塞く平均世帯人員は4．3人

第4表　最近の約4カ年l筍における人口讐加
昭和27年　昭和23年　　　　　　1カ年
7月1日　8月1日　（刃一粒）平均増加
雲琵在人口：現在人口　　　　　　人　　口

（l）　　（幻　　　（3）（1）一詮）／4

大阪府　4，181，n3　3，515，225　665，漉166，497

市部；汁　3，354，010　2，732，572　621，4刃155，359
郡苦匹；汁　　827，Z刀　　782，653　44，59〕11，138

大阪市　2，195，541
堺　　市　　224，n4
岸和田市　101，817
豊中市　　92，261
布施市　1∝），5∈冶

池田市　　47，∝嬉
吹田市　　81，775
泉大津市　　35，631
高槻市　　48，∝6
且娠市　　53，245

守口市　　62，717
枚方市　　44，〔64
芙木市　　37，775
八尾市　　72，割1
農作野市　　まi，724
富田林市　　31，〔似）
憲崖川市　　31，497

三島都　　乳674
丑能君8　　54，564
泉北郡　129，∝沌
泉甫郡　　92，7SB

南河内那　168，071
申河内都　　nS，：丈6

1，6餅），072　5〔6，469
1∈8，794　器．4Ⅹ）
93．871　　7，946
79，646　12，615
140，615　19，％3

43，877　　3，727

74，679　　7，〔腿
31，439　　4，192

45，249　　2，847

49，2鉱　　3，959

54，434

42．459

34，239

63，935

31，1町

：弧．110
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66，（X8

51，1（泊
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であり、昭和23年常住人口調査のそれは4・19人である。また昭和22年膳時国勢調査においてIま4・11人であったのであ

るが、世帯の構成人見にも年々若干の増加がみられるようである。もっともこのたびの公簿人口は従来の人口とは若

干種を異にするものであることは売分担：意しなければならないが、それにしても従来の人口調査の傾向より推して、

平均世帯人員は少しづつ増加の傾向にあるといえよう。

次に、男女の性比についてみよ～。昭和27年7月1日の男女別人口は男2，∝迄，訂1人、女2，m5，692人と推定されJ

女子の方が弧171人多い事となる。凡そ大都市の人閉ま、その経済活動の逸民に伴って女子よりも男子の方が多くな

るのが特色であるが、本狩の人口は昭和17年に比の拓係が逆転して以来未だにその回復を見ず、女子の入口が男子を

第5義
男

昭和1α奉　2，241，666
〝】⊥年こ　2，32も943
〝12年　2，4〔迫，（Ⅹ蔦
〝13年　2，487，176
〝14年　2，548，臨1
〝15年　2，460，574

女

2，彷S，賢二8
2，1器，1：治
2，1∈9，745
2，271，6器
2，35，9葉；
2，まに，：沿2

大　厭　府　の　鼻　女　別　人　口

男

昭和旭牢　2，415，691
〝17年　乙32才，341
〝　通草　2，札481
〝1時　2．（践），410
〝　28年1，盟3，776
〝　2裏革1．443，2だ；

女

2，404，297

2，403，617

2，3蝕：〉8防4

2，316，273
1，447，182

⊥532，854

昭和22年
〝‾23年
〝　24年
〝　及牢
〝　犯牢
〝　27年

男

も646．800
1．740，604
も鴫3（蔦
も899，745
2，∝8，439
乙砿5．521

女

1，687，771

1，774，621

1，尊3，7喝
1，∈67，3〕2
2，臨4，α乃
2，m5，692
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－600一一一4m
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1，注：〉1、2，∝氾
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上担っている0けれども・大阪市はすでにこの状態を脱し、・男子は僅かながら女子の教を塩島したのである。将来に

おいて∴本府人口の性比が如何に変化するかは経済の発鮎相侯ウて興味ある現象であるが∴参考のためサー昭和0年

よりか年に至る間の本府の男女別人口を表せば碁5表の通りである。

（6）町　村　の　人　口

以上はすべて市部別に解説を試みたものであるが、最後に町村人口に言及して稿を結Iぎう。けれども、個々の町村

人口の増狩哩由を詳細に検討する事は殆んど不可能に近いからこゝでは客観的な漕萩の数字を掲げるに止めたい。な

第6表　電濾階級別町村赦　せならは人口の増軟を決定する要素には相生、死亡という買然的原因の外に、転入、

人口勧政　町村数　転Hという社会的鰯因があって、農村においては隠者が、都会においては後者が、比

玉　　顔的多く人口の増加を左右するとも考えられるが、この両者を現実に具体的な数字と

して把超しなければ．如何なる判断も下し得ないからである。

l
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計　　　　　　134

先ず昭和器年国勢調査の人口に比較して、今風の人口が増加または献少した町村

数を、増伽に表示してみよう。第6表がそれである。（－は萩少を表す。）

この表により明らかな通り国勢調査以後1年9カ月の間に、人口の絆少した町村は

盟で増加した町村数は泊である．しかも、全町村のうち腿％ほ士2∞人の幅に含まれ、

難部町村人口に急熱な変化のなし、事を物語っ刊、る。

次に、この現象を瓢別に眺めよう。第7表は同一．「期間における郡別の人口増加また

に較少町村数である。

弟7義　　　　　　響　別　人　口　増　濾

人口増加町村激　人口紋ゆ嘲傭
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さて、最掛こ市区町村清の世帯数及び男女別人口、並びに昭和器年国勢調査の確定人口を一覧表に掲げて各位の参

考に供し賢い○ここに用いた数字臥．最初にものべた通りの誤差は免れない。殊に、卿査人口との比較には成る

程糞の無理もあろうが、椴として大局白勺見地より現状を把握するには役立ち得るものと確信する。

押・出生男女別人口について

前述の通り、本村における人口増加は耐年のそれに比し、ややその歩みをゆるめた感がある。しかしながら、未だ

に人口のぽう掛ま産業経済蛸足に伴ってかなり囁くあらわれ、総人口450万人の城に到達する日もさほど遠くはな

いと推察し得る○それにしそも、この人口増加の要因にほ、社会的人口増加　よるる　のと、白熱杓人口増加に上るも

のとがあるから此の翠では自然現象的な若干の面に触れ、前革までの人口静態に対し、人口動態として轍すること

にした。

さて、昭利27年中における本府の門生人口時、男女あわせて紀，952人であり、そのうち男児が42，734人（弧．5％）

張でほぼ過半数を占めている。いまこれを前年に比幹すれば、出生児肋では昭和茶年が乳公5人であるから6，333

人の増加蔽となり、男女の割合では男児45・9岨人の51・5％弱で昭和か年の割合と殆んど変らない。だが、戦後に見受

けられたいわゆるベビー・ブームの現象は昭和器年あたりから下火になり、卿年と年を追っていよいよ低調を示

しつゝある。すなゴっちそのう嘲敗を元せば
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門　生　　　率　　　　男　　　　　女　　女1∞人に対する勇の割合
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以上のようになり、昭利2年一別年の靴前程の相生率は器年になると24・3％と下り、刀年には遂に花台を割って

19．7％となった。しかるに男女出生児の割合においては大差なく、いわゆる貝然の法則のうちにあって常に男子が女

子より幾らかずつ多く軌て来ている○

次ぎに、本村の死亡数について民望すると、先ず昭和刀年中ほ乳551人の死亡となり・このうち男子は17・∝沌人・

女子が15，朗7人を占めここの男女が紗に占めている割合は男輩2・5％女割7・5％になっている8また戦後における

本村の死亡率は衛生施賢、思想の向上などによって年々輝少の傾向にあり・両年の昭利逐年総数34牒2からみると

1，3仙人が減少していも。

更に、最近6か牢聞の本府死亡数の実態を挙げてみると下記の通りとなる。
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死亡数

48，379人
：汀，142

：8，497

35，797

34，892

33，551

すなわち、最近－6カ年間に見受けられる事実は、

率　　　　男　　　　　女　　女1∞人に対する男の糾合

14．5％　　器，m人　　2，500人　　　　　‾　皿5人

10．6　　　19，払3　　　17，259　　　　　　　　115

10．3　　　：泊，460　　　　晩∝汀　　　　　　　　113

9．3　　　18，ま方　　　16，892　　　　　　　　u2

8．6　　　18，m　　　16，m　　　　　　　　114
8．0■　　　17，604　　　15，947　　　　　　　　110

さきの田生新の傾向と同じように、年々死亡者が拭少してゆきつ⊥

あることであるが、これを自然増加（出生数一死亡数）でみると

日然増加数　　　率　　　　　　　　　　　　自任闊加数　　　率

昭和　2　年　　張，400入　　場・6％　　　昭和　芸　年　　功・∝貯人　15・1％
〝　刀　年　　72，m　　　刀．7　　　　　〝　式　年　　弘某日　　　u・4

〝　24　年　　71，2日　・19・2　　　　　〝■一　刀　年　　49・亜】－　　　上し7

上表のようになり、自然増加率も漸次下向の線を辿りつゝあることがうかがえる。しかし戦肺こあつては、門生数の

過大もさることながら、その反面では乳幼児などの死亡数も大きかったともいえるのであり、戦馳ま〃産乱調乱

などの普及と衛生思想、設備などの向上で、さきにも述べた通り死亡数の減少となって現われているのである○なお

死亡男女の割合を女子100人に対して男子は昭利2年は115人でありたがか年にはnO人と男子の死亡が滞っている。

しかしながら出生では女子100人に対し1〔茶人余りであるから、男女の卓然増加速算において男子恥少し鈍く、ここ

にも天意による人口増加の不．田蓼さがみうけちれる8

なお最校に最近における本肘の死産をみると下記のようになって、漸次産児制県は増加の傾向を辿。て来ていたの

昭和22年　　　5，6防人　　喀和24年　　　9，51人　　昭和；熟年　　　止，6飴人
〝23年　　　6，弘2　　　　〝器年　　　皿，56　　　　〝二か年　　　山，1盟

が、昭和茶年を頂点にようやく頭打ちの様相を里LIま・じめた感がある○　しかし・この蒙如王出生あるいは死亡と異な

り、一般ヒは公表数鉾の2倍から3倍にも達する湖の処理があるといわれているから・いわゆる氷山の一角にもたと

えられ簡単に最近の状況を断定するわけにはゆかない○この点は充分留意せられたいと思う。

．第　2　章二　農林＿水農業
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本村の鼻梁は第1次産業として弱体であり、零細経営等の諸条件に上り飛躍的な発露は望めないが・近譲均方の中

心部に佗し気候温暖で、大艶零に面する摂津、河内、刊泉の3相方に亘る広大な豊鏡地と・背後に1犬消費郡市を控

えるというせ地の好条件に恵まれ、生産性は割合に貫く比喋的安定した経営を掛ナてきたと云える1のである。

しかしながら、商工粟の発達によって耕地は毎年蚕食せられ、農家戸教の増大と‾ともに農業経営は益々零細化し専

業農家も蝕に副業を求め、漸次兼業農家に移行する使向を元している8また・農作物の作付も年々変動しているが・

一般的にいって昭和24年頃まで高かった米、ま、いも類の主要農作物の生産が食糧事鰭の好戦によって輝少し・そ薬

類等の商品価の乱、作物の生産が急激に増大してきて1、ると云える○軍にまた、家育、暴露の飼養増加咽せってい

るが、とれほ最近の経営合理化の要請に暴く結果として注目される○

これらは要するに、木精農業が郡市道北農業としての性格を次第に明確にしっゝある狂童として受取れるのであり

で、今猿もこの傾向は依然標続するものと考えて差支えなかろう○

は　農　豪　戸一致

昭和刀年の農家戸数はgq辟1戸で前年の郭，9為戸に比厳すると247戸ともづかの絆少を京している○これを更に・1

戦前の昭和u年から戦時中、更に戦後及び現在とその推移をみると第1義の通りである〇

第1表　　　轟　　鐘　　声　　義

柳12年14年　16年　通年　皿年　丑年　刀年　24年　男年　茶年　か年
農家戸数　刃，9昭一巧，5幻　乃・岨579・14982，670拡・713乳470乳6箔　92・（刃0乳92日札随1
指　数　100　　馬　　％　　泊　103　1（刃　1∞　　n3　　m5　114　　m3

すなわち、農村経済の逼迫により唱和16年境まで漸次礪少をつづけていた農家戸数も、その年似後年を逐うて増加

し．昭和靴おいては92．（釦戸（脚革と比鼓し泊，148戸の増加娼・1％婿）となっている。しかし、昭和茶年は

前年より1162戸、昭利か年は更に抑戸とやゝ耕少しつ▲－あるの軋嘲】茶年1燕のわが国経済事磯また農村鮭済め

変化によるものであるが、脛時的ないわゆる一・にわか育睦”が本来の仕事に立ち帰りつゝあることもその原因の1つ

として考えられる。

これを専粟、兼冥加でみると、専粟農家は個，S釦戸で錮激の劇％に当り、昭利五年の亜・鑓2戸（弧6％）に比して

3．∝2戸（6．5％）の耕少となっているが、前年逐年の刃，7腿戸（個％）に比すれほ乳7盟戸（9・5％）と逆に糟加を京

している。これに反し、兼簗集まは47，迫1戸で絵準の㍊好にな・匂、昭和器年の偲・腫戸よりは1・駆3戸の増加となっ

ている。しかし、前年の軋163戸に比すれば4，ひじ戸と反対に著しい獣少を衰していろ。最近数年の推移をみると鴇

2表の通りである。

第2表，　亨雷　義薫別轟義義

昭利口年17年　は年　19年　刀年　21年　2年か年別年　器年　器年　刀年

専業農家摘発毀・諾郎£孔等茄，笥：：：亜・笥札等：：：：：：卵慧乳莞欄篭

兼業農家摘発か儲4渡甲・票田儲‥‥＝礼芸乱雲＝ニー‥‥‥■i5億五・濫47，荒



7　　　饗　　義

戦前著しい渡少を元していた専業農家は、戦後は逐次増加し、昭利嘲よ匂また選に渾少する傾向をみせている

し、兼粟靡家の増紅にほ大きな起伏が認められる。兼業農まの療粟を産業別にみると第3表の通りである。

窮指莞農法鉱業嘘群好演票警蛋既等相産業慧謹言‾嘉公務悪幣能
2・捌　　　314　352　2，朗711・176　7，37　1，023　　199　5，251，698　7，8g】　4，託け

比駁的に多いと朗っれる農業と密接な厚保にある劉菓及び散票冤係の兼業が案外に振わず1却秀及び小売業が全体の

17％、製造業25％、運輸通信業じ％、公務は％と薮市的産業に多くの兼業が集中しているということは、本附農村の

都市近郊農村としての性格を更に明確にするものであろう。

次に、この農家を巨小作別についてみると、昭和か年においてほ白掴ま朗，W4戸、脚，飴1戸の70．7％、自作篭

小作は15，乃6戸で17・4％、小作兼自栴まS，遷9戸で6・C％、小作は5．刀1戸で5．9％となっている。これを最近1棚の

推移について、噺17年を100とする指数であらわすと第4表の通りである。

第4表　　　白4、作椚轟象数の10年間釘糠踵

昭和17年18年　19年　刀年　21年　22年　刀年　別年　器年　益牢　か年

自　　　作　　10〕　107　　ユ10　　…　117　152　　…　　Z79　　3：忘　　341　346

日作動、作　　1〔D lOl lO3　　…　1〔6　115　　…．　a3　　210　156　152

小作兼自作　100　1∞　　箔‾　　…　101　∝）・・．　関　　田　　42　　瓜

小　　　作　　1（D lO3　103　　…　107　102　　…　　27　　19　　18　　16

これによると、昭和2年一昭和27年にわたり急熱に自作及び自作兼小作などの自作農蒙が増加し、一別憾まが

騨しているがこれは農地改革の粍黒として当然な表象といえる。

引　耕　地　面　積

昭和刀年より過去1嘲現の変化を示すと第5表の通りである。

第5蓑　　　　耕　　地　　面　　責

昭利17年　　は年　19年　刀年　n年　22年　刀年　24年　器年　茄年　刀年

耕地面積　4弧329反474，刀74朗，瑛給堪，4糾4器，6％岨4，002識），8嶋3閑，8523万，575392，4刀まB，8遁
指　　数　　1（刀　　　g9　　97　　　89　　88　　86　　81　　81　　83　　　82　　　81

耕地面梶は昭和17年より毎年鮮少を表し、昭利刀年は前年に比すると仙町1反と、1年間に0．9％の蔽少を示してい

る○また、耕地を田畑に分けてみると粥、、2，76∈町4反（朗％）、畑旧鼠牒姻町3反（迅％）、飼靴まan町1反

（6％）となっており・前年に比敲すると臼4山町（1・2％）、畑1∝町3反（2・6％）とそれぞれ薮少し、馳こお

いてほ1∝■町2反（6・9％）の鞍少となっている。田畑別の昭利揖年上むの推掛蟻6蓑の通わである。

努6蓑　　　　田増穂『地講績地面痍一

喝和17年　18年　19年　罰年　21年　Zと牢　23年　24年　25年　26年．27年

田‡整地面票
：苅7，3弧反3刀，C〔03随，迅13亜∝蝿349，625343．2∝）3盟，454328，455334，刀6331，鋤327，694

1〔8　　　　97　　　防　　　89　　　g〕　　モカ　　　85　　　85　　　86　　　缶‾　　84

煉‡菟地瑠労，諾反町霊％・霊花篭花篭71，7莞臼・慧62・3冨札1三三取等孔等

槻地‡弼：二：　　　　　　　　　　　　：二：礼讐21・篭孔1監
証　昭利去年よ凱柵は畑及び樹医地に分ける。

次に、1戸当りの平準耕地面夷を京すと、昭和釘年は4反2畝であるが、これを昭利口年に比振すると2反1畝

（孤％）の粁少となり、本静告農家の脚は非常に斬ってきていることが解る。

t　　　遽　　　8

これを年次別にみる‾と第7表の‾通りである凸

■　第7桑　　　l F当り平均耕作一首繍

昭和17年・1致牢　19年　　28革　21年　　22年　　刀年　　24年　25年＿　式年　　か年

ふ：；吉∴ii・僻・・■　日、・・・・：、、二・・・二・・‥・1°！・：∴

昭和刀年、24年以執ま耕榊の浜少に比例して農家戸数も漸次猷少しているところから、1戸当り平均桝租面積は

あまり変化していない。昭和刀年の地娩駒1戸当り平均耕地画額は第8表の通りである。

1戸当り平均
耕　作面積

1戸当り平均
耕作両税

1戸当り平均
耕∴作面積

㈲　米

第8表　　　　市郡劉1戸曽り平均耕作衝繍

大阪有　　弊　市　岸和田市　豊中市‾　布施市

3〕畝　　　32　　　　41　　　49　　　　39

高槻市　　貝坂市　　守口市　枚方市　　芙木市
47　　　　　37　　　　　44　　　　　51　　　　47

簑屋川市　三島郡　　豊能郡　　東胡讃‡　柵
45　　　　　55　　　　　53　　　　　41　　　　39

本府の稲作については籾地面帯が狭少でありながら地質、気湿、雨量等に恵まれ、戦前（昭和9年一」ユ年平均）

は4L刃1町の作付面積と収粛昂も1・n6，7鉱石を元していたが、昭和刀年においては作付面積遡，張。町7反（水稲刃，

91土町7反、陸稲4鱒rO反）、収軽石随乙9遷石（水稲腿2，低拓、陸帯4張石）で10年前の昭和17年と比較すれば、そ

れぞれS，乃3町8反（16・1％）、刃7，2蛤右（31・6‾％）と辣少軌・桂瀬収をみていち昭和刀年より昭和刀年までの笹

年の訟作付面税及び収穫高は第9表の通りである。

第9表　　　作付面繍及び収穫高

昭和17年　　23年　　　24年　　　25年　　　26年　　　27年

作付面積　　　　356，945反　文治，527　　3〔B，143　3M，147　：氾2，7臨　　2乳罠）7

指　　　数　　　　　100　　　　87　　　　弘　　　　86　　　　84　　　　84

収1萎　高　　　970，2お石　－744，∝B　　　・・・　輯2．洪9　6鉱，893　臨2，93

指　　　数　　　　　100　　　　77　　　　　　　　　　71　　　　69　　　　68

次に・地域別に稲作付野衝・収楼高を召分率により・反当り収痘苗を昭利刀年肘平牢1反当り収態高100とする指

数であらわすと第1C表の通わである。

第1任真　　　　布群計作付薗繍及び牧傷轟

大阪市　界　市　岸和田市　豊中市　布施市　池田市　吹田市　長大i翠市

面　　積

収標高
反　　収

両　　群

収倭高

3．2　　　3．5　　　3．8　　　2．0　　　1．6

2．1　　　3．7　　　4．3　　　1．9　　　1．8

鉱　　　1〔右・　1m　　　　94　　　107

融市　貝塚市　守口市　政万両　芙木市

4．7　　1．8　　　0．4　　　3．‾7　　　2．1

4．8　　　1．8　　　0．4　　　3．8　　　2．8

反　　収　　1∞　　　鉱　　100　　r123　　121

面　　積

収穫高
反　　収

0．8　　　1．5　　　1．0

1．0　　　1．5　　　1．0

127　　　100　　　103

八尾市　泉佐野市　富田林市

2．0　　　　0．7　　　　2．3

2．0　　　　0．7　　　　2．4

鉱　　　125　　　　9β

霧犀川市　三島軌　豊能弘．農榔　泉帝都　南河内那中河内痛　北河内都
2．9　　　8．9　‾　　4．8　　　7．7　　　6．9　　13．0　　10．9　　10．8

3．0　　8．9　　4．7　　7．1　　6．2　12．8　11．5　　9．白

93　　‾1遷・　97　　　　92　　‾1ユ8　　　　璧1　　1〔6　　　　94

大阪府における米の生産に特に丘要な機を占め．る増推、郡においては繭内瓢‾中河内愁∴北河細、三島環

（以下略）の順佗となっており、由にあつては確市、岸和田市、枚方市、堺市、－（以下略）の喉陀とな■っている。



9　　　鸞　　　嬢

昭利刀年以撲（昭和器年発行大附計年鑑による）その作付面積及び収啓掛取lヂしく変化している臥市をあげ

てみると、作付田積において（0．5％以上の媚絆）高槻市、榊；軋三島轟、甫河内臥北河内郡が輝となって

葬り、収穫高において（0・5％以上の増酪・高市市・能が増増南河内軋北呵阿部が講となっており・これら？

大部分は市制などの実施による行政区鋼の変動によるものと息われる0

l51圭

哉時、数珠の国内食壇事精の悪化とまたそれがための食糧増産施策に伴い・殊に主要食糧増産計画と裏作の高度利

用から麦類作付即饗も逐年増加し、昭和器年においてほ詔，附町0反に達し収穫高も最高を元したが・以後主要食塩

を中心とする食糧事椙の緩和と、このような影響によるそ菜等への作付転換から・脚・刀年と徐々でほあるが絆

少を元しっゝあって、今按更に輝少していく傾向にあるものと予想される。最近の作付面積及び収謬高の推移を昭和

17年100とする鰍であらわすと集11表の通りである〇

第11表　　　　件付両虎及び牧義轟の穐鯵

昭和17年　　か年　　　別年　　　器年　　　去年　　　刀年

作付面積　　1∞　　126　　179　　183　　122　　116

収啓高　　1〔D m6　　181　　193　　1茄　　1：泊

すなわち、昭和か年の作付面積は前年に比して大麦100町5反（g・5％）の欝、裸麦印町2反（aO％）のボ・小麦1

馳町5反（7・1年）の札絵面脚町2反（4・3％）の粁となゥており・収壁面柵ま大麦も2符右（乱2％）の胤

裸麦5・間右（3・9％）の胤小軌磁石（1a2％）の軋扱収醒高で17一犯石（9・0お）の増となっており・昭和か

年の麦作は例年よりは比較的豊作であったように思われる○

（6）食用農産物

大　　　　　京

府下における大夏は禦軸によるものは少なく、したがって大部分は睦書による栽培であゥて収妻した大豆も二

葉用等に利用されるものは少なく殆んど自象円に消費されている○

′ト　　　　　　豆

大豆と同じく大部分は畦坤にエ　栽培され自家同に供せられており、戦時・戦後の食糧幕僚からその瞳呼も大半は

大豆によって占められ生産はあがらなかったが、最近の食覆事嶋の緩和からようやく収穫高も増加してきている。

第12表　　　小豆の脚線及び挫傷轟檜徽

昭和17年　　23年　　　24年　　　器年　　　28革　　　か年

作付閉

収穫高

（1，1器反）
1（Ⅹ）

（脚石）
1（】）

：B S2　　　　　69　　　　　68　　　　119

43　　　　　43　　　　　56　　　　　60　　　　118

甘　＿‾　　　諸

戦時、戦校の食埠増産のため、板り分けこの甘藷は新しい砂地で納する作物として最適な故もあって年を逐う

に従って増加し、昭和芸年は作付面積2，7乃町5反、収蓼高8，野5，4野鼠と最高を戻していたが、その後の食糧事頓の

脚とこれに伴う統制徹轄により漸次輩少し、醐涌年上岬叫8反、更に昭和刀年払い訂町3反で昭和芸

年より器3町4反と漸少していろ。収鱒鱒？いて鱒脚年も4泊・減員で前年上的3鉱・側貫（甲％）と著しく

讐　　遽　　10

輝少し、昭利刀年は7，465，明で前年より1，領遣．ひけ貫・（器感）の増加となっている。

舘13表　　　■‾甘嘗め作付而繍及び収穫轟需薇

二昭和17年　　－　2空軍・－24毎・　25年‾　　式年　‘‾刀年

作付面1贅

収穫高

（止，（Xq反）
100

（1，刀5，2詰責）
100

Z給　‾‾■　芸拓　‾　■　L t248　　‾’177　　　153

454　　　　5くⅩ）　　　　501

馬　　鈴　　薯

水口裏作として紆下全般にわたって栽培されているが、特に南河内博、中河内認町方に多く甘寒と同じく昭和器年

に最高を元し、その後ほ漸次減少しつゝある。

昭和訂年ほ作付面積2，17訓11反で前年の2，3既FrO反に比し214町9反（9％）の派少、収標高は8・6乳4野良で前

年の6，372，100貫に比し2，芸汀，■繋拾貫（詭％）の増加となっている。

集14義　　　貞鈴雷の作付而繍及申せ覆藁楕緻

昭和17年　　　　刀年　　　24年　　　25年

作付珊

収倭帯

（詔，175反）
1（Ⅹ）

（7，940，23貫）
1〔0

26年　　　27年

1G5　　　　102　　　　101　　　　82　　　　　74

79　　　　　93　　　　111 幻　　　　109

玉　　　　　葱

大阪の1大特産物であって全国にも名声高く、府外移酬まもとより輸H高も漸次増えつゝあるのが現状である。昭

和か年の作付面積も幻叫3反、収厚古仏169，118貰lま何れも前年に比し、それぞれZ闇町1反（u・8須・6・243・24

貰（33・9％）の満であって、これを10年前昭和口年の作付面齢∝1町4反・収穫高2も721・470賞と比既すれば約分

％で遠く及ばないが、それでも独特、戦後土用飛躍的な伽を京している。主な生産咄戒の肘寸面積・収穫高を見

てみると、柵が711町3反、5，491，乱8貫で箋1位を占め、次いで岸和田市の別1町2反・2，乃・OD賞・貝塚市の

19町0反、1，5乳∝P鼠泉佐野市1仰町7反、1，1弘由5貫の嘱となっている。昭和刀年以棟の塵次封作付面積・収

壊乱反当虻収穫高の推移について昭利17年を100とする指数であらわすと隼15義の通りである。

集15袈　　　壬濃の作付市濾及び牧嶋■指数

昭和17年　　　刀年　　　別年　　　器年

作付面嶋

収櫻萬‡
反当　り
収穫帯

（：泊，6M反）
1（刀

（封，721，470貫）
100
（814貫）
1（Ⅹ）

42
盟
邦

4
2
　
刀
　
刃

毀
　
亜
　
鉛

警
臥
7
4
鋸

年

　

田

　

嶋

　

弧

物

え　ん　ど　う

・‘えんどう，，も他のそ薬類と同じく食糧事臆の逼迫によって麦玩、鳥飴雷の主要食糧に転作され欝少しつゝあった

が、食糧事僧の好転に伴い次第に増加しつiある。叫えんどう”ほ水田裏作として栽培され、都市に達雄した貴家の

鮒として‘一そらまめ”と同様重要な坤位を占めており、また邑家用としても争く供せられている。栽増の主な

機械は甫河内那（作付面積147町8瓦．脚，遷7真一以下同じ一）、北河内那（田町5反、†嶋田4貰）・中河内

茄（5叫8反、145，瓢貫）、闇市（3才Jl反、00，1か貫）、芙柿（11町0反、2，∝P貫）、枚方市（4饗13鼠



11　饗　　寒

173・式⊂貫）・富田林市（4E町9反、鴎・91C貰）．、－→何れも27年収綴高一であって生産の大部・ほ青果として1部種子

用として他府県にも彩Hされているが、木判ま府内の慈恵市に供給される○昭和刀年以楔の年次別作付面乳収捧

声・匡当り塀革帯の拝啓を昭和－7年を100とした搾数であらわすと等1時の通わである。

誌16衰　　　えんどう件付触び倣雄嘉指数

昭和17年　　23年　　　24年　　　25年

作傭

収穫高
反当　り
収礫日高

（9，937反）
100

（1，527，128賃）

丁：l二l二む、
1（D

切
　
崩
　
∝⊥

塀
　
m
m
　
慣⊥

7
5
　
9
3
　
m

5
2
　
釘
　
乃⊥

、
、
い
　
い
・
卜

そ　ら　ま　め

“えんどう，，と同様水田裏作に栽培され農家の換金作物として重要である。主な生産地は南河内都（147叩反、卸，詭7

買）、北河内郵（∈町5反、n6・田4貰）、中河申群（51町6反、MS・野3草）、富田林市（4叩反、櫨，910貰）、枚方市

（4＝町3反、173，Zに賀）、高槻市（32町1反、助，1品貰）－」司れも昭和27年作付面税及び収穫高一等であって、府下全

舷に亘っても栽培されていることは＝えんどう”と同様である。

第17表　　　そらまめ作付面績及び収穫高指数

昭弔皿7年　　23年　　　24年　　　25年

作付面積

収穫高

。反当　り
収種苗

（16，147反）
100

（2，742，9刀貰）

（王㌫）
100

、
、
・
・
皿

刀
　
刃
　
毀

4
7
　
弘
　
防⊥

刀
　
5
3
　
印⊥

遁
　
乱
　
仏工

さ　と　い　も

相当古くより栽培されている“さといも州は幕府の特産として特異な地位を占めている。戦後、漸次詳少しつゝあ

ったが、昭和か年に急激に増加しており、作付餌は弧町6反で前年に比LnE町2反（76％）の増ヾ収穫高は1，96

5，813貫で両年に比し跳，（冶5貰（朗％）の増加となっている。地妓酌に収種の多い市矧ま貝塚市（1眈町0反、墳2，0

00質）、南河内都（筆町8反、弘6，3品質）、泉南郡（圧町5反、n9，繋姶貫）、中河内怒（夏呵3反、nO，阻3号）、岸

和田市（訂呵4反、n6，5尤首）、富田林市（別町8反、174，6冗貫）一一何れも昭和か年収軽高一などである。昭和23

年1腰の推移は第1戦の濁りである。

第18蓑　　　さといもの作付両横及び収穫高指数

昭和17年　　a牢　　　24年　　　25年

肘寸面現

収塵高

反当　り
収倭高

（6，243反）
1（：0

（2，420，997貰）

三‥n・

釘
　
¶
相
　
通

l

5
7
　
訂
　
∞⊥

弱
　
5
2
　
男

迫年　　　　27年

亜
　
明
　
弘

臥
　
臥
　
■
皿

■　大　　　‾　根

昭和27年の由面醐ほ1，弘9町7反で前年の1，まに町5反と比して2能町2反（19％）の婿であり、収経高はlL7防，

刃1貫で前年の9，313，髄質と比Lここ2，4封，瓢6貫（刀％）の増加となっている。晦和2棚の推移画素の通り

であるム

作付両横

収軽高

反当　り
収種苗

第19表　　　大鶴の作付面繍及び収穫高悔数

昭和17年　　23年　　　24年・　　25年

伊，2封反）
1（Ⅹ）

（8，177，（g7貰）
1（Ⅹ）

（跳貰）
100

鎚
　
追
　
録

黒
　
鉛
　
払

肘

、

＝

」

5
　
　
4
　
　
9

ュ
4
　
］
　
7

遽

棚
　
燃
　
矧

12

き　　う　　り

府下一円に栽培されているが、特に南河内乱中河内邪、泉北苛、大阪市、岸和田市、富田林市等が多い0作付面

積、収穫高ともに近年急速に増加しており、昭和刀年の作付両横は張9町2反で前年の95町5反に比して刀町7反

（6％）の増加であり、収犀高は4，4喝527耳で前年の2，鋸6，飢7貫に比して1・462・偲。耳（33％）の増加とな。てい

る。昭和23年以後の推移は第2〔韻の通りである。

第20表　　　音うりの作付両横及び牧穫蔦指数

昭和17年　　23年　　　24年　　　25年

作付l野喝

収穫高
反当　り
収種市

（4，∽2反）
100

（3，m3，拓3耳）
1（0

（∽2貰）
1〔D

79
m
．
㌫

乱
　
亜
　
0
0

幻
　
朗
　
臨

時
■
闇
　
9
5
　
乃

つ
一 年

式
彪
⊥

2

刀
1
1
1

な　　　　　す

“きうり”と周縁府下一円に故培されるが、南河内臥中河内臥柳田市、剋七臥泉南弧■大阪市・貝塚市など

特に多い○作付面積、収擾苗ともに逐年増加しており、唱和27年の作付面軌ま7認町2反で前年の578町5反に比して

1泊町7反（刀％）の増机収楼高はS，］9，臨3貫で前年の3，559・減耳に比して1，559，防7貫（44％）の増加となゥて

いる。昭和23年以枝の推移は第21表の通りである。

第21表．　なすの作付両頭及び牧穫轟裾数

昭和17年　　23年　　　24年　　　25年

作付面構

収穫高

反当　り
収穫高

（6，351反）
1∝）

（4，威，＿m貫）

．Jl、誓、
1〔P

乱
　
心
　
n

■

4

　

　

2

　

　

⊥

7
　
　
5
　
　
7

約
　
m
W
 
n

⊥
　
　
6
　
　
3

9
　
．
【
ノ
　
　
Q
U

爪
．
≠
　
パ

れ　ん　こ　ん

淀川沿岸の1幸作鞄滞、北河内都の各町村及び大阪市、守口市、寝屋川市、三島舐1甜町村において栽培され・低

湿地単作農業における唯一の換金作物として発達している○最近年を違うて作付面鼠収穫高が増加しておれ昭和一

刀年の作付面積は詭1町9反で前年の2m町1反に比して17α町8反（乳％）の増机収倭高ほ1－2的，労6質で前年の82

9，明に比して4望，勤貫く55％）の増加とな○ている。鱒和刀年以後の推移は集2表？通りである。

第22蓑　　＿れんこんの作付面繍及び牲疇高嶺数

昭和17牛　　刀年　　　24年　　　迅牢　　　26年　　　刀年

作付面積

収1萎高

反当　り
収穫高

（2，935反）

（1，億4，6芸貰）

（主㌫）
100

40　　　　　44

39　　　■　43

73　　　　　　∈弔

亜
　
瓜
　
田

7
2
　
乱
　
糾

畑
は
7

2



1古　　　攣　　纏

回　工芸農作物

菜　　　　　種

昭和か年における本村の菜啓は菜種嘘の設置、品種改良などの奨励事業のため最近益々盛んになっており、昭和26

年、昭利刀年と飛躍的な措加をみている。昭和詔年の生産現況は作付面積1，400町9反で前年の1，偲町8反に比する

とフ鱒rg反（5％）の】院少となっているが、収煙高鳴1，173右で前年の16，613石に比して4朗，泊）右（為％）の増加と

なっている。

た　　ば　　こ

戟前は泉南、射ヒ、三島、北河内鴨方kぉいて盛んに掛著されていたが、食舶産のため逐年汲反、減収を余儀な

くされていた。しかし、最近になってようやく増反の傾向を哀し始めている。昭和刀年の主な潮の生産状況

ほ第23表の通りである。

い
い
‥
…
、
い
川
・
〃
八
・
≠
”

郡
部
郡
郡

宵
北
島
醐

長
泉
≡
北

㈱＿　果

た　ば　こ　の　生　産　状　況

生産高　　　　　　　　　　　裁轄面接　　生産高

30，498貫　　　　　　枚方市　　　48反　　1，824貰

17，265　　　　　　　貝塚市　　　25　　　1，250

8，232　　　　　　　高葛篭市　　　24　　　　　823
595

み　　か　　ん

茶府のHみかん”は果樹全栽培面頑の弘％を占めており、主生産地は泉北敵兵南部、南河内郵及び岸和田市＼貝

翻方で戦前騨照の和歌山県に次いで全国第2という華々しし、栽培状況であったが、哉苧中の諸種の悪条件により

輝少の一途を5辿り、卯年の収群高は5盟，140賃と叛めて阻、ものであった。しかし、その環の食糎事唇の緩和及

び本肘の振興対策の実施などにより逐次軌目し親培面積、収穫高阜もに増加してきている。昭和刀年の収断は3，瓜

6，∞5質で前年の1，仏S，監6貫より2，001，mq蔓と141％もの措加となっている。昭和23年以筏の推掛土第24蓑の通りで

ある○　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま

第24義　　　　みかんの牧穫萬稲敷

昭和17年　　　23年　　　24年　　　取革　　　品年　　　27年

芸棲霊　2，減，王㌘軌1芸　71ヲ莞　期篭も竺慧3’鵜芸

j：　　ど　　う

本肘のりぶどう”主生産堀ま南河内ヲ膠、中河内都の1部町村で“みかん”と同様全国的に生産高がl貫く、戦時中の

一時的な荒詩はありたが、最近では本肝の振輔の称美ってトもとに復IEL収詳帯も目立って増加してきてい

る。昭調】23年以珠の撤ま第25蓑の通りである。

第2顎良　　　　ぶどうのせ樽蔦稲敷

昭和17年　　　23∠畢　・24年　　　　丑年　　　　28年　　　27年

収穫高　　　1，446，m貰　誹，631，009．3【治1，161，1蕩　　6遷，m l，ま汀，東方
指　数　　　　　　100　　　　27　　　　7　　　　80　　　　43　　　　∝l

t　＿　壇　　14

匝　蒙　事、象　禽

牛

木府の畜産の特徴としてほ他府鼎にあるような繁殖育成を目的としたものはごく1部の地帯に限られており、一応

の育成を兼ねた農耕用の労力浬を主とし、併せて配を得るための役肉用牛の飼育が大半で肝下全城に耳ウて飼養さ

れている。しかし、最近は農業経営の合理化から本肘の積極的な美励事業とあいまって幣集がようやく盛んとなり、

乳牛が年々増加しているのが属状である。昭和か年の牛飼着頭数は役肉用牛33，和、乳用牛2，4Ⅶとなゥてい

る0また、兼業農家が多いところから鱒牛掛顎在なお比脚多数を占臥総農家脚）・窃1戸に対して・牛飼養農

家は別，7CB戸であり、木粁農家の牛飼養敵は1戸当りm4頭となっている○

役　肉　用　牛

役肉用牛主農耕用として府下全域に亘って飼養されているが、その飼養項数は殆んど変化なく、むしろ逐年若干な

がら斯少している。すなわち、昭和刀年の飼養吸は孔明、昭和器塵糾ま器，1野頭（昭和刀年よりち24頭の輝少）、

昭和御ま封，㈱頭（昭和器年より6℃頭の絆少）、昭利か年33，欄（昭和器年よりⅦ頭の耕少）となっている○

乳　　用　　牛

府下の各消費都市の牛乳需要量が毎年激増しているため、府下の生産のみでほ需要に応じることができず、多くを

他府県に依存している動であるが、最近の需要の賠大に従って近郊農村として最も有利な・最も帥勺な着帯震粟

経営に農家の園心が集まってきて串り、令農相における酪農がようやく活苑になってきている。昭和刀年の飼養敵

は2，4刃頭であって前年の1，幻3頭に比して5∝頭（芸・6％）とかなり急激な増加を京している○

鳥

養家の飼葉動は昭和丑年以径年々滞少し、昭和刀年においてほ狂かに172頭が飼費されているのみとなっている○

節義　　　　鳥　　■　義　¶　数

昭和Z輝　　　2時　　　　器年　　　　28牢　・　訂年　‾

・飼養頭数　　　芯3　　　　　　　　　　3u　　　　2亜　　　　172

Iこ　ほ　と　り

専業森澤業者による飼養も多いが、一一一坊農村においても余剰労力活用のため副粟としての養発熱が昭和25年から次

第に高まっており、飼養羽教も師事億の好転につれ次第に増加してきている。昭利刀年は鴫229羽で前年の3乃，2

52羽より訪，卵7羽（7．1％）の増加となっている。昭利カ年からの‘‘にはと”銅養羽数は弟か表の遷座である。

農刀義　　　　に　わ　と　り　｛義羽数

昭和L時　■　刀年　　　24年　　男年　　　逐年　　　刀年

飼養羽数　　　田5，皿2　2追，nS　　　…　2刃，謬　378・苫2　雌・2詔

腋、山羊、I障羊、家兄

腰は農業経営として飼養され刊、るものは殆んどなく専業的に飼養されており、主として大阪市169頂（mC軋

布施市1噸（18・頒）、寝屋川市刀頭（2・4％）、堺市退席（1・解）・北河内那1m慣（ロ・4％）・泉脚頭（9・7％）

豊能郡刀痍（9．7！i）一何れも脚年飼養取十等に飼養されているが農相の青及率は縮めて匿い・脚牢の府



15　　■t　　驚

下鮒養頭数は81喝で前年の臥6頭より194頭て31％）と増加している。山羊は豚の飼養と同じくまだまだ農村に普

及してはおらず、昭和27年の飼養頭数は876頭で前年の5刀頭より3亜頭と増加してきてl、る。分布状況は符下全役に

声っている。緬羊ほさらに飼養頭数が少ないが次第に増加してきており、昭利器年臥頭、昭和粗02頭、昭和か年

348頭となっているふ特に草紙郡に多く飼養（145頭、4L6％）されている。家剰ま年を逐うに従って減少してきてお

り、昭和刀年4，乃0頭、昭和24年6，192頭、昭和御，0国風．昭和26年1，693頭、昭利刀年和と最近は忘れられた

ような恰好となっているb

家畜、家禽商葦戸赦

牛の飼養戸掛ま昭和㌘年においでは34，700戸で同年の級農家数閑，腿1戸の刃％に当り、両年の封，9お声より2器戸

（0・6％）の減少をみている。虎の飼養戸数は161戸で前年のZ打戸より防戸（遡％）の減少をみている。腰飼責戸数

は189戸で前年の154戸より35戸（刀％）の減少を元し、山羊飼養戸数は鎚7戸で前年の377戸より乱0戸（氾％）の増

加を元している0緬羊飼養戸数は159戸で両年の5？戸より100戸（猶）の増加であり、家兎飼養戸数は器9戸で前年

の535戸より276戸（52％）の薪少である。鵜飼養戸数は私娼2戸で前年の伯，苫3戸上ウ22；戸（0．5％）の増加となっ

ている○このような家乱豪締着戸数の最近の変化を示すと第遜表の通りである。

弟遷表　　　　年次別蒙古、蒙萬｛暮戸数

昭和18年　　　23年　　　　24年

級農家　殴殴　　　　　　　　　86，4刀　　　∝），6防

牛飼養戸数　　　刀，臨2　　35，5閑
居飼養戸数　　　　348　　　　353

度飼養戸数　　　　247■　　　631
山羊飼費戸数　　　　　51　　　　7：迫

緬羊蹄戸数　　　　　3　　　　　為

二
川
㌍
≠
、
い
＝

年
讐
慧
完
蒜

．
、
・
≠
八

家鬼飼養戸数　　　　　　　　　5，3刃　　　　　　　　　1，622　　　　5軍

鶏飼養戸数　　現，1臨　　51，現4　　　　・・・・　軋910　　43，23

註　馬飼養戸数の348は昭和19年のものである。
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成

ここで元されているように農家の家畜、家禽飼養は牛及び窯がその大半を占めておら、その他の家畜、家禽に対する

農家の静むは軌、とみられ、そのうちでも家兎は最近特に野心がなくなっているようである。これに反して比撃的に

増加しつゝあるのほ山羊、緬羊であって、最近の農家の翠心がこの方面に向けられてきているようである。

－林　　　　　彙－

tH　杜　　　　　訳

本肘の唱和か年蔓の森林緬環は乾・鋤町で、その内訳剖時右林aL5万町、．国有脚町になっている。また、蓄

積についてみると一二番多い民有舶n4・〔罵・脚右で．木符の1町歩当りの平均蓄蝉は2器石となり、全国平均1町歩

当匂蓄積250石に比較すると器町下担っている。また．木苛についてみると大部分は暖帯林に粍する義隆、落葉樹が

多く豊能、三島の北部、南河内、泉北零の1部の各職には杉、檜、襟等の人工造林地が多く、殊に宵河内払には青

野林業に比肩する集約林業が行われている。また豊能鴨方は良好な堤林があり、池田炭の産地として青菜よりその名

を知られている。

切・大阪府民声林野面積

捻林断面叶の弧5器町を普通林地・轄用林馳・制限榊鴫に分けそれを市部別にみると箋29義の通りである。
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すなわち、象林野面積からみると南河内環力帯1位で、以下塁雅弘泉宵臥三島部、高槻市、泉北乳枚方市、

北河内償、岸和田市、中河内乱貝塚市、池田市、富田林市、莱木市、泉佐野乱寝至川市、豊中市、吹田市．大阪

市の唄になっている○また、礁林地が昭和孤革質は2，劫町で柳訂年は3，459町と1，17a町（弧．6％）の増加とな

っている○これほ昭和品年度の制限林地以外に昭和か年来は河川潔指麿の砂防林地と公園の増加によってである。

匝　林業経営体数

本輝の姦瞥体数曙1も4腿戸であり、これを翠常体の唾脚にみると卿表の通りである。

事犯表　　　　薇　無　別　経　営　体

級　数　　世帯鰹営　　醜瞥　　共同経営　　会社霞管　　組合造営　その他

14，468戸　　13，558　　　　』2　　　　∝）4　　　　　26　　　　　8　　　　　位1．

1∞％　　　93．7　　　　1．4　　　　4．2　　　　0．2　　　　0．1　　　　0．4

また、この盗営件数を熱切（市は郡に含む）にみると負Pl蓑の通りである。

粛31表　　　郷　椚　縫　曽　鉢＿　徽

級　数　＿三島群．‥農革群．農北部、．最前　南河内琶　中河内那　北河内凛
14，棍戸　2，（耶　2，鵬7　1，刃1‾2，瓜3　　3，m　　　8盟　　2，4n

l（刀％　13．7　　14．1　　　9．4　　16．6　　　23．2　　　　5．7　　　17．3

やはり山欄費の多い宵河内蓼が乾も多く、以下泉甫番、北河内囁、豊能龍、三島乱射b乱中河内可の畷となっ

ている0

因　山行造林用苗木

昭和刀年産の百本の本数ほも吼nq本で前年蒙の4，茶も駄本に比較するとち発，5器木の増加となっている8　これ

を晶瞳別に前年慶と比喫すると集詔表の通りである。

瘍詔表　　　　品■椚山行義妹用雷木
昭利詭牢　　　　　　昭和27年

す　　　　　ぎ　　　　　　814，7：q本
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lll　離　　　　　党

本府の漁業は大阪渡を中心とする内海漁粟でもゥて、その触著しく狭少な馳勢を高匿に利用する零細漁業であ

るが、匪海の交通が最も発達した近薮地方の中心として大消賓乱市盈控え、生産材の入手容易と水産物の需要が非常

に多いため阪略に懲まれるなど脚、社会的、経済的に特異な概にあるところから、漁獲範囲由狭少に比して生

産力は高く免許も甚だ多い。

しかし・近年漁欝方法の砧達・各種工票の発露に上る濫獲、水質汚濁などから漁獲鱒鴫桝態の感を里し、次秦

に哀歓する傾向さえうかがわれる。すなわち、最近の年次別漁衝高を昭和17年を1∝）とする指数であらわすと第33表

の通わである。

第刀表　　　　年　薫　別　濃　揮　轟

喝覇117年　　　22年　　　刀年　　＿24年　　　五年　　　26年　　　27年

給購古　　5，168，抑圧1，％9，の16，139，179乙洪S，乃わ121，乃92，917，2器2，164，4鵬
指　　数　　　　　1〔氾　　　　　38　　　m9　　　　49　　　　∝〉　　　　56　　　　42

次に河川の漁票については肝下の河川、溜池などほ水質栄養が良く、魚族増殖に好適であるため、府の奨励事業とあ

いまって最近農村の脚に漸次盛んになゥtいく傾向がみられるが、菰市市蝿をうーるはす零の漁獲量は無くまだ生産力

は阻、。

は　漁業経営体

本府の昭和刀年漁菓経営体の態様軋　海面漁業においては何人経竃■のもの2，274（前年の2，（桜）に比してn4（10．4

％）の増加）、共同経営のものn（前年の149に比して1刀（砿％）．の渡少）、漁業組合経営のもの3（前年と同数）、

会社暦学■のもの1（前年ほ2）、海面添乗紘経営肘ま2，259（前年の2，2汀に比して彪（旭．6％）の増加）となり、内

水面漁業においては正金負たるもの5認（前年の621に比して日伊・5％）の晰となっている。

13）漁　　　　　船

昭和27年の府内保有漁船数は動力、甜力併せて3，駄e葦、屯数にして6，4器．7屯で朝雲の培加をみているが、絵屯

数においてほ319・S屯と逆に披少している○　これを動力船、無動力幹部及び漁船の大小別に分顎してみると等別表の

通りである。

欒別表　　　勤カ、無動力網漁慮嚢

昭和24年　　　一　遍年　　　　26年＿　　　　27年

芸㍊孟芸濃㌫芸．＿∴憲∵∴諾　。禁　㌫隻
5　屯兼薪　の　動　力　船　　　　　949　　　　．974　　　　　754　　　　　834

5屯以上？無動力船　　　　乱　　　　25　　　　訪　　　　刀
5屯以下の無動力船　　　2，別1　　　2．亜7　　　　2，岨9　　　　2，4刀

昭和24年以後は相において特に大型動力船が逐次淡少しつゝあり、無動力わにおいでは現在保有わ船を保持しっ

づけているとみられる。次に漁船の市部別分布をみると踊瓢1，1朋隻（刀％）、大脚壁（辺或）、堺市肥）隻（1

6・5％）、員脚璽（9・2％）．射励2∝隻（5・5％）、泉佐野市1拓婁（5・0％）、岸和田市1乃至（4．8％）、泉大津市

1器蔓（4・q％）の顆粒となっている。

f　　轟　　18

㈲　沿岸漁獲高

木府の昭利27年沿岸植苗は2，16も■1別貫で、前年の2，917，2鴛貫より乃2，幻2貫（器．8，釣の鱗少となっている。

御23年鳳嬢の漁穂別漁軒の推移をみると群表の通りである。

郭5義　　　濃　竃　劃　坤　義　纂

昭利17年　　刀年　　　3年　　　24年　　　五年　　　26年＿　　27年

絵漁嘩高　　5，168，明1，まB，019貫も139，179貰2，餌5，797貫3，121，つ匂7賞2，917，2：茶貰2，1弘404貫
指　　数　　　　1〔追　　　：泊・1＿・n9　　　‾　49　　　－－60　　　　認　　　　42．．

魚　　　類　　3，910，3891，567，6714，m，4岨1，84乙295　2，CB9，021，744，∝汀1，m，876
指　　　ヨ殴　　　　　1（氾　　　　40　　　103　　　　47　　　　54

且　　　類　　　SZ3，763　156，892　　214，667　1刃，664　139．知
指　　　数　　　　　1（刀　　　　30　　　　41　　　　26　　　　26

海産礪　　7別，乃1　233．4弘1，912，071　5朗，舐1田3，001
指　　　数　　　　　1〔追　　　　32　　　　26‾－　　　　77　　　1：氾

註　昭和17年漁斬をを∝lとする指数。

45　　　　　27

貌125・，443，腫
63　　　　　85

8虻，023　　朗8．485
114　　　　　取

海産動物及び員炉が戦前に近い漁甑を元しているに反して、魚類の漁獲高は著しく低くなっている。昭和刀年の職

域別漁獲高は景南都脱，ZB貰■（刀・7％）、泉佐野市34，6過食（15・5％）、脚，刀1貴（14．0％）こ　泉北那ズ治，9透

貪（9・6％）大阪市197・：沿4賀（9・1％）、岸剰町市1閑，Sa（9・‾0％）、泉大津耐－72，6乃贅（乱0％）員脚，釘3鼠（4．

1％）の頗となっている。この昭和刀年の漁師を漁欝方法別に見てみると第36表の通りセある。

鮮表　　　　象慮方法劉漁環轟

巾
繰
均
船
桁
漕
手
打

着
　
曳
曳
■
　
　
練
瀬

刺

定　　置

窮
綱
網
網
綱
網
網
綱
網
翁

その他の網漁業

延　　　　　集

一　　本　　釣

た　　こ　　盤

その他の漁業

昭和24年　　　　　　　　25年

1，453，1％鼠β7％）1，0乃，激賞（器％）
13，467（0・5）

92．547（4）：丈8，479（10）

14，924（0．5）

754，971（ま））

‘刀，641（1－）

34，916（1）

160，529（6）

25，！姶フ（1）

879，147（28

1m，3Ⅹ〉（5

20，：59（0．5

347．117（n

‾」札678（1・5

75，511（2

∝し160（3

貰）．7防（11
側，∞4（1

2G牢

問，∝8貫（23％）
14，43）（0．5）

299，7謀〕（10）

）　702，蕊7（別）
）　n9，5労　ロ．5）
）　　早．819（0・1）

）　372．517（13）

）　　57，918－（2）

）　鋸，鱒（2）
）　遷払533（13）

）．札529‘（⊥8）
）　鱒，155（1）

32，927（1）　■　刀，張l（〇・6）

－　33，646（1．5）

27年

岨2，743貫（19％）

3），4労（1・5）
175，肥）（8）

7；532（0．1）

00乱由1（訂）
102，1釦（‾5）

16．319（0．6）

252．894（12）

57，2謀）（2．5　′）▲

77，357（3・5）

礼26（1）
鱒，皿（2）
26，848（⊥4）

25，621（1．4）

1防，343（5）
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第　3　童　　工 糞

llI　大隈府工業の概況

本府は大阪袴に脛み鞄的、自然的条件に恵まれていろと共に、戦前より国際的晋易港として、東洋屈指の神戸港

に匹敵する大阪港が放し∴淀川を中心とした平野には大阪を起点として、鉄道、産業道路等の交通網が一枚肘院状に敷

設きれい水陸交通の要祈となっている等、これらのコ二葉の蛾条件の具備は戦災により受けた工業の被害は甚大であ

ったにもかかわらず、朝鮮動乱を契機とする特需の培大が拍車となって、一墜興は哉前の水準に近いまでに急速に進展

し、我国の・出資邸として、また商工業の1大中櫻都市として、名実共に大阪の面目を発揮するに至り、今後益々大阪

コ：票の孝封良に期待されるところが大である。

大蛇工業について全国的位置を通商産業省調査統計部の賓料を参考としてみると、昭和器年末現在工業調査で大

阪府の工場数は訂，7（右、従業員数は484，230人、田荷顔（3人未満の従業負をもつ工場I潮額と呼ぶ）臥527，729

盲万円になっている。これに対し全国では工場数が393，722、従業員数4，721，g〕3人、日商穀4，1刀，513‾百万円とな

り、東京都に次い■e大きな比重をもっている。これを更に、年次別に比較して見よう。

第1義

工揚数

全　国

昭和1舞　　1∝，（X忘

〝　22年　　1〔臥250

〝　23年　　1∝），116

〟　24年　　1Cら954

〝　お年　　156，Z乃

〝　遷年　　166，器9

大阪府工業の全日的位t

従業員数

大　阪　　　　全　国　　　大　阪
人・　　　人

16，乳　　2，936，ち12　　4〔札，乃

10，191　　3，612，923　　372，766

9，339　　3，犯，374　　469．532
10，Ⅶ8　　3，375，：旧1　　345，432

14，m　　3，869，814　　4〔右，140

15，∝冶　　4，239，959　ノ458，102

H荷額

全　国　　　大　阪
百万円　　　百万円
16，346　　　　2，658

299，738　　　36，Q訂

817，136　　114，8貰）

1，427，砿7　　171，031

2，割．333　　透ロ，Z拘

4，〔00，932　　519，957

詮　昭利瑚乗は責料の都合上5人以上の従業員を右する工場について、昭和器年は窮査勤罪方法がそれまで

と昇っている閤係上これを修正した。

但し、同年珊14人札上の従粟負を有する工場についてである。更に、生産額において大阪が全国に占める割合

を年次別にみると無2表の如くになる。

鵠2表　　　　大阪と量ゴの生量‾蠣比　’

噺12年　　22年　　　　n牢　　　　蝕革　　　　25年　　　　於年

大阪／全国　16・3％：＋＋二は2％　　14・1％　　u・0％　　は3％　　u・8％

戦前、大阪府工業の最も繁栄した当時の生産軌ま全国の16％臥上を占めていたのに対＿し．未だこれに達しないとは

いうものの的興が囁調に行ほれた南保でu・8％の比重をもつに至り、大阪の工業が全国のそれを左石する城に適

したと考えても差支えないでもらう。

12）大坪鱒工義の構造　■

大阪府：工葉の蠍遊撃卿†罰構成、一雑則構成、その舶布状態に分析して見ようo

A　エ　　串　　数

昭和2臣牢末におけも補の工場総数は27，7（蔦であり、前年度工場総数23，461に比し、も245と大きな増加を京してい

る。この工場数を訂間にみちと金■製品製造業が高位を占め3．馳となり全体の13・3％である。それに次いで紡織

t　　嶋　　か

菓3・2力の山・7％・機械製造業3・2刀のn・7％の噸舵で・もと大阪の工業I灘塾粟を主義として曝して采ためであ

るが、漸次重化学二葉に移行の傾向にあることを京している01これを多きさの唄にすると第3表の如くになる。

第3表

政　　　　　　　　　　教

金　民　製　品　禦　造　粟

紡　　　　靂鼓　　　　栗

機　械　　野　　道　粟

食　料　品　禦　造　業

そ　の　他　の　製　造　業

衣服及び身延品三好遺業

木材及び木禦晶襲遺業

穿1次金　民　塵！遺業

印刷用版及び類似業

刀
　
3
　
3
　
3
　
2
．
2
　
1
　
1
．
ュ
．
．
1

董　業　荊　工　嶋　数

，7〔石

．6％

，240

，2貰）

，424

，8：8

，157

，142

100・0％　ガラス及び土石製品製造茅

u・3　　家具及び建具襲遺業

皿・7　　化　　学　　工　　業

止・7　　輸送用設備襲造粟

8・7　　電気磯城器具j繹遺業

7・7　　紙及び類似品製造業

6・9　　皮革及び皮革製品製造業

6・5　覧撃監制
4・2　　＝r A　襲　品　井．追　慕

4・1　　石泊及び石炭製品製造業

％
▲

U

　

6

　

5

　

5

　

9

　

9

　

3

　

5

　

7

　

3

4
．
ま
　
ま
　
3
．
2
．
2
．
2
．
ュ
．
0
．
0
．

皿
勅
職
㈲
〓
M
鋤
肌
低
価
9
2

⊥

次に親柱別をみると、3人以下の従業員を使用する工場ほ、皿．797（4216％）、4人以上知人未満の従業員を使用

する王制ま・14，彪2（52・1％）、弘人以上加入未満の従業員をもつ工揚軋1，鱒（孔3％）．、2∞人以上5∞人未満の

従業員を使用するエ敬ま、捌（0・7％）、SX）入札との従業員を使用する工判は、乃（0．3％）の割合になっている。そ

して部門別では、3人以下の使用工鴇では金属禦品罪過粟が1，訂9で第1位を占め、次は其の組の禦造葉上1別、木材

及び木製品製造業1，1刀と続官最下位ほ石油及び石炭禦品襲遺業の47となっている。

4人以上併用工傷でl脚業2，2刀が第1位を占め、次は臓螺，194、金属製品製造業2，019、最下位は石油

及び石炭製品製造業の45となっている。

更たエ垣数を市部別に検討してみると、戦争及び風水害の被害を受けたとは云え、依然として大阪市のエ揚数旺首

佗にあり、其の数は17，4万で全体の半数以上（62・9％）を占めている。これに次いで申河内君臥侶4（5．4％）、堺市

1・4瓜（5・2％）・布施市1・刃9（已0％）・泉北朝粥3（3・5％）・の版でここらが大阪府工業の原動力となっているb最

下付は艶川市の59（0・2％）である。

これを義にしてみると第4蓑の如くである。

数
市
部
市
市
郡
部
都
市
市
市
郡
市

阪
㌍
莞
誓
…
㌘
紺
…

絵
大
中
堺
布
泉
甫
泉
斧
泉
見
北
嘗

讐
讐
慧
器
芸

孔
1
7
．
1
．
工
，
も

エ別
％0

　
9
　
4
－

¶
〓
∴
∵
・
い

上

古

つ

‘

0

　

5

説
　
5
．
3
．

7
　
4

え
∵
Z

451　　　　1．6

3日〕　　　　1．4

345・　　　　1．2

310　　　　1．1

八
景
太
守
二
一
高
次
量
牧
夫
弛
寝

数
馬
能
誓
島
槻
買
方
木
田

屋　川

市
部
市
市
部
市
布
市
布
市
布
市

禦
崇
忘
遠
山
肪
竺
警
芸
忘

％9
　
8
　
8
　
6
　
4
　
4
　
4
　
4
　
4
－
3
　
2
　
2

m
▲
は
（
u
（
u
 
n
“
n
 
O
．
0
．
m
0
．
0
．
m

忍　従　菜r　月　数

昭和嘲在における従栗負数は、似，20人で前年度の仏，203人と比岐すると14％の増加となっている。こ

れを部門別に検討してみると、脚喋が最も多く乳燭人で全体の刀・5％を占助、次いで儀臓適業の張，5妃人で
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止7％となゥセおり、‾多ききめ鵬にすると霧5義の如くになる●

第5表　　　　土　賽　封　従　事　1　欝

総　　　　　　　　　　数　4糾，2刃人100・0％　電気機械憑具農道菜　2口，700人　4・3％

；防　　　　織　　　‾　莱　99，4防

機　械　　襲　適　　業　56，592

金　毘　襲　品　製　造　粟　46．0刀

第1次金　箆襲遺栗　瓜，5刀

輸送用役鰐襲遺業　刀，717

化　　　学　　　工　　　業　32，蕩5

食　料　品　製　造　業　諮，913

衣服及び身廻晶襲適業　23，573

印刷出版及び類似粟　22，1鉱

20．5　　　ガラス及び土石製品鱒遺業　18，盟7　　3t8

m．7　　　そ　の　他　の　三野　遺　業　16，814　　3・5

9・5　　木材及び木製品禦遺業　11，919　　2・5

8．4　　番氏及び類似品製造業　1ム521　2・4

7．0　　ゴ　ム　葬　晶　＃　造　業　8，α汀　1・6

6．8　　　家具及び建具襲造業　　6，843　　1・4

5．4　　　皮革及び皮革製点き寧適業　　4，（Ml O．8

4・9　質慧設諾腿　3・軋8　0・7
4．6　　　石油及び石炭襲品製造案　1，169　　0・2

なお、男女別についてみると男子で軋‾機械禦毒薬の弧，962人が筆頭で金既禦晶製造茶か，朗9人、第1次金罠禦遺

業訂，2辟人、脚3，139人、輸送用甜脚，粥2人、化学工業2，防7人、女子では紡織業腿．327人、衣服及び

身担晶製造梁14，犯人、化学工粟10，400人、食料品製造瓢576人、金露野蒜製造業8，m9人、其の他の禦遠粟5，糾7

人の暇で主なところを占めている。

次に規模網をみると、3人以下では金属有為製造粟3，防4人（1．由事業所以下活動ミ事業所数を元す）其の他の製

造業2，慧9人（1．194）、紡績業2，497人（1，013）、食料品襲適業2，4乃人（1．mg）、機械襲遺業2，359人（1・0鴛）、の贋

で4人以上では脚，姻人（2，2か）、機賊脚，2刀人（2，194）、金臨製品襲遺業吸，4別人（2，mg）、輸送用

脚．（刀6人（訂5）、化学工業32，刀7人（∽9）の慨である。

‾次に、市那罰の分布状態をみると第6表の如くである○

第6表

癒　　　　数　　似，2罪人
大　　阪　　市　　　284，割
堺　　　　　市　　　34，：B4
中　河　内　郡　　　19，247
布　　施

泉　：把

貝　　塚

泉　　闊

岸‥　和　田

宵　河　内

：化　河　内

市　　　17，666
i淳　　　16，7∝l
市　　　16，5：ロ

那　　　15，743

市　　　10，713
那　　　10，m

茹　　　10，257

長　大　浮草　市　　　8，通1

泉　佐　野　市　　　　6，∝詑

都
市
部
市
布
市
布
市
市
市
市
市

最
悪
龍
田
械
誓
㌍
方
㌔

員
．
三
八
量
吹
高
地
守
宮
豊
枚
茨
寒

簑…
胴
馴
7
・1
4
・
。
禦
㌫
示
∽
崇
告
1
・

2

市

5．儀略人

5，330

4，訓は

3，662

3，599

2，4（蔦

2，品1

1，703

1，458

1，：97

1，2汀

1，賑
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⊥
．
8
　
8
　
7
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【
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3
　
3
　
3
　
2
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敵って1エ揚当りの従業員数と部門別にみれば、ゴム襲為禦遺業4L9人が筆頭であって、以下輪送用設備製造業

35．2人、努1次金属襲造粟35．0人、化学工業34．3人、脚・7人、電気搬罫具製造業25・5人、とこれらが主なと

ころで、最下位は皮革及び皮革襲点嬰適業の6・4人となっているo

e　出　　荷　　額

昭利益年における本府のm荷執ま527，729，∝嬢千円で、前年の遡1，951，319千円と鞍べる、と1粥の増加を宗してい

る。・土九を珊1間に畿封してみると、由農業が第1位を占あ、121，7的，15千円（刀・1％）、次いで第1次金属製造業

72，駆1，6伊千・円（泊．8％）、化学：Ⅰ：葉隠芸6．洪5千円（Ⅶ・1％）の職となむ、これを表にすると等7表わ如くである○

第7歳　　　　虚　業　別　出　荷　額

級　　　　　　　　　　数527，729，∝嶋千円1〔迫．0％　衣服及び身卓週晶製造業

紡　　　　i職　　　　　業121，7∝」155

第1次金1露　製　造　業　72，661，697

化　　　学　　　工　　　業　53，2∈6，545

金　罠】野　点　製　造　業　41，311，％9

機　械　」襲　　適　業　刃，∝汀，諭

食　料　品】担　遺　業　34，731，∝旭

電気機械番兵襲遺業　32，324，39；

輸送　用設　備　∃控　遺業　刀，752，632

印刷旧版及び撃i似業18l＿n9．550

23．1　ガラス及び土石】野点】蝉遺業

泊．8　　紙及び類似品襲適業

10．1　ゴ　ム　＃　品　製　造　業

7，8　　そ　の　他　の！饗　遺　業

7・6　■木材及び木製品製造業

＆6　度等及び皮革製品劇適業

6・1　家具及び棲具鱒遺業

5・8　覧顎監箕芸讐鑓
3．4　　石油及び石炭襲晶製造業

虚　　鍵　　盤

16，2！拓，∝11千円3．1％

14，403，∝D　　2．7

13，㌍6，759　　2．6

9，7：軌8ユユ　1．9

9，624，禦；0　1．8

6，荘6，634　1．3

5，162，994　1．0

3，罰，餅は　　0．6

1，泊5，朗4　　0．4

1．661，m　　0．3

次に、3人以下使用工場では食料品製造業1．135，855千円（14・6％）、金蔦製品製造業孔0，517千円（n・8％）、其の

他の製造業刀2，封5千円（9・4％）、木材及び木饗場襲這粟；幻，彷S千円（8・8％）、紡濃業；32，65〇千円（a5％）の頂に

なっており、4人且上使用工鴇では紡機票121・117，493千円（刀・3％）、堵1次金茶襲連票72，瓜3，∝6千円（13・9％）

化学工業52，918，497千円（10・2％）、金茶野点禦遺業始，4m，452千円（7・8％）、機械饗遺業刃，22，亜5千円（7・5％）

の順になっている。

次いで市部別の分布状態をみると、戦菊大坂符の7割以上の工業力をもっていた大坂市が石油，174，076千円で、63．

7％と全体の6割程度を占め、工業郡市の面目躍如たるものがあり、産業復興が目覚しいだけに、哉滴捏賓の実力を

発揮するりも間近いであろう。

これに次いで堺市の刀，2乃，節千円（6・3％）、且坂市礼8つ2，9刀千円（3．9％）、剋ヒ邪18，u7i乃1千円（3．4％）、

中河内百匹7，13，糾9千円（3・2％）、泉南那15，93〕，700千円（3．0％）の嘱となり、大阪市をはじめその周辺部が最も

発達している。

繊維産業の復興に件い、貝塚市、刻も邪などほ益々その比重が大となってくるであろう。出荷額の多いものより市

君区別の表にすると第8表の如くである。

築8表　　　　市　亨　別　出　帯　鏑

級　　数　　　5万，729，∝叫千円　100．0％

大　阪　市　　　3：沿．174，076

堺　　　市　　　：記，275，2の

且　塚‾市　　：0，∝吼9刀

最　北　部　　　⊥8，127，791

中河内】訂－　　17，1：軋849

泉　■南：酌　．15．90〕．7CO

布　施　市　　　15，㌫唱，344

泉大津市　　　11，〔裕1，3汚

北河内；耶　　　10，427，758

岸和El市　一　　10，046，796

三　島　二郡　　　9，m5，51

吹　田　市　　　　8，413，（63

60．7　　　　甫河内君‡

6．3　　　　八　尾　市

3・9　　　　泉佐野市

3．4　　　　高　槻　市

3・3　　　　池　田　市

3・0　　　　豊　能　二酢

3・0　◆＿　守　口　市

2・1　　　葵　木　市

2・0　　　　豊　中　市

1．9　　　　苫匡‖沐市

1・7　　　　枚　方　桁

1．6　　　　寝屋川市

襲遺品出荷縛とはI疲寿都、加工賃収入、鰹理科収入、くず削　大入　よよ　なる。

7，m，047千円　1・4％

6，658，817

6，CBl，瓢

4，：62，CO9

3，の1，149

3，∝汀，817

1，調，472
1，413，565

921，701

732，792

7防，711

＿544，786

1．3

1．2

0．8

0．7

0．6

0．3

0．3

0．2

0．1

0．1

0．1
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㈲生産勧睦統計・

A　級．維‘関　係

イ　操縦工業の栂況

昭弔】27年度の締経工業の状態を随革に説明すれば、不況の明け暮れに終始したと云っても過言ではない。この原因

はわが匡経済のいわゆる陛の深いことによるが、根本的な原因としては世界的な不況と、それぞれ経済日立を目標と

する各国の輸入間取等によるものである。したがって年間を通じて対外的にに穣椿的勺な貿易政策が要望され、国内的

には綿糸、化繊の操短が行われたのである。2・3月の緩維恐慌において朝潮の下落及び操短濫よ＿る需給調節が

効果をあげたあで、5・6月頃には緒川不振をカバーする内需の増大も影響して一時的にせよ持ち直したのである。

然し乍ら此の内需の増大にも限変があって、操短を実施しているにも拘らず有効需要J乳上に生産が上昇を続けたの

で、軌、生産過剰の様相を宜し9月以降には再び危機の状態を元し中小企業者の倒産が現れてきた。

以上のように、本年度は按維業界の不振に終始したとは云え、生産高は全国的にみて糸10％、馳8％の増加を見

ており、本府における実状も之を裏書して綿、ス7、二宅継物及び2次製品の殆んどが生産の増加を哀し厨練物、雄雄

雌品等が輪々談少を京しているに過ぎない。

ロ　維経生産動態統計及び流通統計調査

繊維生産動態統計調査は岨晶の全般に亘って実施されており、弟、継物、2次男晶及び染色整理加工に大別す

ることが肘来る。本調査は、之をさらに品目別に頒してその生産事借の実態を明らかにするものであるが、糸の生

産動態統計についてほ厨紡糸（剰紡糸、帝紡糸）のみを府県で攻扱い、その他の糸については通産省が直擬にこれを

噸っている。そこでこゝには、本府払、の糸（1部）、織物（全弧）、2次製品（全部）について統計表を掲載して

あるbまた、流通統計調査は繊維原料輸入、糸、継物卸の3種の統計に分れており、＃経の流通状況を明らかにする

もので、上記の生産動陛統計と共に国内の綴経生産需給状況の実態を把壷せんとするものである。この生産動態統計

については昭和刀年4月皮から改正が行われ、設欝の基準台数を定め「定規監以上のものは悉皆調査とし、之以下の

ものについては対象の％〇％袖H調査として実施されるようになったのである。この媚準は弟9表の如くである。

第9表　　　　生涯勤腰統計■主対象規犠墓場

悉　皆　調　査

繊
紺
物
網

物
親
慮

押
入
　
　
■

綿
網
毒
麻

継：＋磯（可能）　皿合札上

肩　綾　維　紡　揆

暦　繊】賑　織　物

メ　　リ　　ーや　　ス

縫　　　野　　　点

⊥

）
ヽ
．
′
＼
ノ
ヽ
．
ノ
ヽ
ノ
ヽ
ノ
ヽ
ノ
ヽ
ノ
ヽ
ノ
）

珊
諾
諾
認
諾
碓

横
磯
機
構
編
下
袋
裾
編
y

紡
紡
　
　
　
　
　
　
ジ

紡
和
特
磯
九
籠
手
杭
経
ミ

ー
t
∫
l
i

繊維換晶‡霊鳥孟

11台以上
6台以上

21窪以上
，001組上
職上
山台11上
21台以上
11台以上
11台以上
11台以上
6台以上

11台」吹上
馳上
皿合以上
51台以上

鴇。％抽出調査

20台以下

10台以下
5台以下

徽■下
1，00q象以下
400齢下
1嘲下
罰台場下
10台以下
10台以下
1時J打下
5台以下
1断下
軸下
10台以下
50台以下

このような改正が行われた結果、対象工穐数が4月嵐l州職当練歩しているものもあり、前年露との比駿及び各月

t　　　義　　　封

の臓職も威帯電の困難を免れ碍ないが、削験客体に賢する贅軒がないの†」芯比の統計によ匂生産概況の説訳を

する○

ハ　‥生　産　栂・況

本府の綴経工業の累積を全国比をもって表せば等10表の如くである。

第10表　　　　嶋鐘工業の重量義況

工　場　数

愕毘謡）讐　　エ（蒜）
全国

生　産　高 27年　　　昭和27年　　大阪

26年

綿ス7織物
暦　紡　憂茸

絹人綿織物
二毛　織　物

厨　織　物

麻　　　　網

メ　リ　ヤ　ス

謎　与野　品

軸維ほ慧
宅　整　理

染色　整理

㌍
二
∵
二
∴
い
∴
∴

5
　
迅
ュ
　
　
．
乙
　
3
，

滴
篭
岨
芸
2
1
説
慧
華
芸

昭抑牢　　　昭和27年

生産高

（全国）
14％461，811．476sY S〔6，8％，389sY＋10％2，7（札640，〔0：）SY
6　15，058，1611B　13，796，229tB　－　9

0．2　10，310，551sY　9，541，3975Y－　8

23　15，餅；9，9705Y18，8Z7，∈69sY＋18

47　　8，047，735SY　7，8：n，：但3sY－　4

7　　　8，324，3151B　　8，184，440tB　－　2

1
3
⊥
7
3
遁
9

8，282，074LB　　8，581，849LB　＋　3
4，172，815打　　4，878，372打　＋　5

コ7，226，嘲　78，487，141実数＋　2
11，997，め91B　8，116，7（蔦tB　－32
3，91乳553sY　2，322，176sY－41

11，879，6万SY　15，278，736sY　＋28

49，m，〔00l B
691．m，∝》sY
lⅨ），769，∝氾SY

：賂，弧5，〔00sY

78，961，（XOLB

44，796，0このL8
24，3万，∝D打

262，伽は，00嘲

35，：BS，〔00l B
17，033，〔KX）sY

l∝），544，（XDsY

529，013，器7sY511，；69，〔闇SY　【　4　2，プ07，558，〔00sY

全国

％遁
a
 
l
 
u
 
a
 
m
9
刃
刀
刀
M
 
m
通

すなわち、コ激では全国の6．3％を占めているに過ぎないが隕物の生産高は15．1％を占め、染色整理加工高では

u，2％、2次＃品も平均は・2％窄度の生産高を元している。之を換言すれば、わが国における締維製品の約13％は大

阪府で生産されており、また、上配の比率から本附繊維工場の1・工揚当り生産高は全国平均の1エ揚当り生産高の約

2倍を示し、本府拷維工操の櫛が全国水準を急かに凌駕してヽ、ることが推潤される。

次に、業種別に生産高、加工高で全国の虻％以＿上を占めるものを列挙すれば、縫製品製造業（為％）をトップと

し、脚製造業（3％）、漁粗野遺業（刀％）、厨継物製造業（21％）、宅整理業（19％）、醸スフ継物製造業（娼

％）、メリヤス製造業（生地刃％、製痘9％）、臥テープ類製造業（㍑・6％）、竜継物製造業（u・5％）、麻綱製造業

（10・3％）と大半の粟短を占めている。このように膵維工業に料、て本鞘ま全畠的に相当重要な地位を占め、木村業

界の状況が全国に相当影響を及ぼす土と卑考えられ、また反面においてわが国繊経業界の動向を端的に反映するとも

云い得るであろう。また、本年度における生産高を昨年度と比較すれば綿スア継物では＋10％、こ≡劾＋遁％、聞

物一4％、輸入臨織物－8％とな裾線物合計では＋9％となっている。すなわち、個々の業啓では増輝が見られるが

敲物全体の生産高としてみれば昨年露より約9％の増加を元している。之に、全国における織物の生産増加8％とは

1ぼ同桂であり、内需の増大による6・7・8・9月匿の生産増加が相当影蓉している。2次製品において抹香粟啓共昨

年度より生産粁少を京し、僅か鱒メサヤス、縫禦品が増加を元しているに過ぎない。

月　機　械　関　係

イ　機軸屡損塵郎虜的痛鰭L

贅科の関係で従業員1∝I人岨下を使用する工雛につヽ、モ咄紬‾

約前述年度中、峠に棚係が約45％の荊藍を哀し、粟井に相当の勤拝を与えた。しかし、其の他は椅々上昇傾

向を京したの個として眈大体組、状鷺を裁け、刀年蒙に至っても前半は大鉢同練の傾向を辿り、業界

でほ紺野員罠銅の声が高ま”めたが獲手に入るに阻僻村ヒした。全国でも樹∽月に至り
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茄　　鐘　　鎗

七戦接の最高畑を軌ている。硝ヒ料1では贅軒下是めため饅戎生産指奴が豪出されていないため∴産業間の

徳用荷金薪を月別に比較すると第m表の如くになる。

弟11表

機　　　械　　　工　　　業

師転寧及びリヤカー農道業

績　雄　機　械　製　造　業

ミシソ及び事務用機賊製造業

既　電　機　等　襲　遺　業

自　助　革　製1■　遺　業

鉄　　鍋　　華　　道　　業

童幕別轟出荷全額糟■徽　（大阪府）

4月　5月　6月　7月　8月　9月　10月　m月　u月

1（刀．0　1CB．0　104．3　103．0　1（泊．0　114．0　‾115．5　129．0　1ニお．0

1（XL0　1CB．7　101．5　9〇．2　箔．7　118．5　116．0　162．0　ユユ8．0　‾

1（：0．0　116．8　95．2　96．5　101．0　97．7　ユC6．5　102．0　113．5

1（X）．0　91．3　％．2　85．5－　∈拓．7　99．3　107．0　m8．0　118．0

100．0　1〔mD　97．8　95．6　94．5　1m．5　102．0　1∝．0　117．5

1∝）．0　1（：8．2　114．0　10〇．0　107．0115．2　131．5　147．0　150．5

100．01伍．S nB．0　105．5　113．5　118．0　123．0　138．0　131．8

（従業員100人以下の工場）

すなわち、4月を100としてあらわせば10月に15．5％、年末において約30％上昇していることが分るeなおこの表

に表した業琶ほ機械器具産業分類表のうち主要製品をとり上げたものである。

F　機械漁具生産動態統計調査

これは通産省生産動態統計調査現即によ　席r下にある磯城等騒繋遺業の従業員109人以下の工場、所謂中小企業の

毎月生産用荷状i兜について調査が行われる81（刀人以上については通産局で行っている。従来、この調査対象工場の

最低規模は従粟員10人以上を使用する工場となっていたが、27年4月より従業長刀人以上を使用する工場に改正せら

れた。但し、特例として〃、親族については次の通り定められている。

ヤ

量

イ

度
　
〆

弓絢 A

具工

金　　　葬　　　物

自転車及び同部品（リヤカー三輪革を含む）　　　従業旦5人以上の工場

可　鍛　鋳　鉄、　鏡　鉄　鋳　物

鱒　合　金　鋳　物、ダ　イ　カ　ス　t

緋細目機械及び同部用品附託品

作　　　　　業　　　　　工　　　　　具

新

従業員10人臥上の工場

〝

従栗丘5人以上の工場

従業員10人以上の工場

〝

〝

〝

従業員5人以上の工場

ノ、品種別生産栂況

大阪における生産状況の動きを知引こは、大阪符で行っている従業員1∞人以下の工鴇を対象とする調査と大阪通

産局で行っている従粟員1∝1人以上の工為を対象とする調査を併せて検討しなければならない。と‾ころが贅斡不充分

のため年間における概況を述べることは非常な触伴弓ので、‾訂年ユ0月の1カ月間に・九・てめみ参考までに掲げて

みよう。

鴨賊棒頓係の粟野はmあり、そねうち全生産量の7唖を占めてヽ、も14穆宥め主要襲晶にうヽ＼て比畷すると鶉

12表の如くなる。

第12表　　　　且礪劉生麓状況の比嘗

全　大　阪　　　　大踊係・－＿　大阪通産関係

エ堤∋毀　　出荷金繹　工鴇数　　出荷金籍
（千円）　　　　　（千円）

計　　　　1，748　7，375，5肌　も377　3，1為，154

日　動　革　　　62　　746，述5　　45　183，672

軽　電　機　器　　　78　　辞1867　　55　171，瓜6

無線通信株詩　　　43　　闊0，粥7　　35　　乳210

自　　転　　車

繊　維　機　械

鼓　毛　機　器

ミ　　　シ′　　　ニ′

原　動　機　頸

化　学：機・絨
軸　　　　　受

運・搬・機・絨
ノミルブコ∵グク

鉄　　榛　　物

銑　鉄　鏡　物

其　　の　　他

148　　618，718　　132

247　　486．892　　220

63　　426，653　　　44

67　　416，7％　　　53

24　　3品，510　　14

66　　m，977　－　53

25　　193，gn　　　22

36　　171，142　　　24

58　　170，297　　　49

22　　169，465　　13

271　　370，922　　255

5：迫■1，田1，3）4　　355

工場数　　出荷金華鴎
（千円）

371　4，247，350

377，559　　16

291．748　　　27

射，m5　　19

197，176　　　8

54，卸　　　10
193，194　　13

0：），a〕1　　　3

61，1払　　　u

129，⊆給6　　　　9

23，717　　　9

349，ZB　　　16

956，7田　　182

552，593

510，451

592，647

241－159

195．044

336，644

m9，622

272，310

注），783

133，63〕

1（刃，974

40，331

146，748

21，713

724，∝江

全

t

H
 
u

数揚

即
∽
4
1
7
讐
竺
警
警
警
誓
崇
〓
完
憲
完
完

墟 駕

閻
諾
掩
護
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潤
護
憲

註　ここでいう工場数は生産動憑統計調査対象工揚数である○

上表より解ることは、電気調係磯誰及び原動臥日勤耳、鉄溝助は主として大規模工場で生産されており・銑鉄醇

物及びバルブコックは中小企業が主体となっている。調査対象工場は大阪村で行っているものが的刀％で・大阪通産

局で行っているものは約お％を占め、そのH荷重額は前者が全体の糾3％・後者が杓57％を占めている○また・全国

と比較してみると対象工場は全国の15％、柑荷金矧は14・3％を示している。

次に、大野府は大体全国結合生産指数の概況とほほ同じ傾向を剋？ているので・通産省において生産拗計調査

より算用した昭和24年度基準の農旺工業農合生産指数及び主要製品の夫々の生産指数を矧げておこう。

集13衷　　　生　　鐘＿　楕　　数　（全国）

1打　2月　3月　4月　5月　6月　7月　8月　9月10月　n月　u月

機蚊工業149・0・15g・9164・7166・5182・81鼠6159・6167・6179・7　79・41乱91弧0

輸送機械1刀・3135・5146・91m0156・81GLl159・0160・6149・81弧61m1182・0

電気機番1弘71乃・2161・4176・91汎1175・与156・4155・6181・91151・1179・6197・5

繊維農絨　咽・6　73・3　82・0　88・7　齢・156・9　5L137・3　43・4　35・3　45・9　刃・1

慮勤椴17821弧9劫・4　2は7　2姐・5　37・7　355・8276・9　245・9　219・8　2四・9　212・8
24年；ご100

以上、これを蘇合してみると27年蜜は後半より相当活況を元したにもかゝあらず・反面前年度よりのイソフレ放浪

による黄金不足、攻引手形の数削堰期化し割引手数料が鼠加した当時の経済事郎〉影響をうけ・顆品質の選脚‘

厳重になってきたため、業界では没落するものが生じ特に小企業にその現象が日せってし、た。

ニ　機械工莞生麿地としての大阪や地位

戦時中の諷カな練賦並びに隻中生産等のため工業生壁は東に移り、一今日でほ東軋、神裏目坊面が優勢を云してい李

が、哉前日本の商工業の中心地として繁栄した大恥、依然鞠披工業筆産地としての確固たる地位を保っている・逼

塵省の賓斜により刀年m月度の生産芙解を示すと霹14表の如くなるb
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調査対象コ：槻改

慧
蒜
讐
諾

Ⅱ
2
1
　
⊥
．

別8

333

295

a；5

476

3，666

出荷金軌（千円）

51，721，717

11，m5．：迫3

7，375，504

6，掛〕，鉱5

6，261，の4

3，（玉の，149

1．792，843

1，試忘，919

1，497，止6

1，427，2〔B

l，321，6：蛤

9，543，018

大体、主要生産触ま1（桁頻翠安で全体の約82％を生産している。東京、大阪、神奈川、愛知、兵庫の5府凛で全体

の67％を占め日本の楔絨工業を支えていることが解り、そのうちでも大阪は全国で第2の生産地となっている。

C　雑　貨　関　係

椒　　　　　況

生産動態統計調査を実施しているものは玩具、革靴、陶蹄．赤煉瓦の4業樗のみであり、これだけで難貸渠係の

全貌を眺めようとすれば無理を伴うが・既存の資料に基づいて昭和27年における貯下の生産状況について概略を述べ

てみよう。

終戦後の混乱時代に濫せした各業界軋統制の解除で自由龍筆に入ると漸次合理化により淘汰せられ、独占的企業

軌、は堅実なる企業のみ痍存し一応安定せる生産を持続した0しかし、低廉な他の地方の商品に圧迫され銃争ほ益々

激化しようとしている。輸出については昭利26年唄より漸増し進詫するやに見られたが、インフレ化に伴うコス下馬

ほ採算罵内に入らず僅かに米国、東南アジアに閏荷されただけで低調を棲め業界では見送り状態にある。

玩　　　　　具　＿

従業員5人軋上を有する木製、紙数金毘襲、セルロイド製玩具の禦造工場は刀年u月末現在別工場で、その生産

額は年間Ⅹ札1弘千円になっている。品種別に生産顕の比率をみると耗襲床尾（15工壊）が49％を占め、次いで金属

製玩具（13工場）亜％、木製玩具（2エ堵）6％、セルpイド製玩具（4工揚）3％となる。これ等ほ季節の影響

をうけ、1月－3月が比較的蘭敦で4月以降漸増して1相に最高鞠となるのを例年としている。

革　　　　紐

従業員5人以上を有する革靴製造二樹まか如月末現在でn工場あり、その年限痘苗は段革靴雌，鉱2足となっ

ている○内訳は男子靴防％、女子靴31％、その他学生、学童、子供靴4％の比率で1部布文はゴム製靴は革靴の2％

生産されているに過ぎない。

年腿三重の樹についてほ1・2・8月が恒例の閑散期でu月は繁忙を元している。次にこれ等工場の嬢をみ

ると、大金粟としての機械靴メーカーが1社あり全生産の遁％を占め、蝕は従要員平均∽人余の中小企粟であゥて所

謂手鞠賊札及び手繰靴悪者である。その1エ場当りの平均月産量は馳足となり、従業員1人当恒6．5足の生産とな

りている○これに反し、前者では1人当り別足となって徒者よも阻1のは洋甘すべきである。

鷺．　義一　　弥

鞠　　磁　　静

従業員5人以上を着する工場は㌘年じ月末現在で7工場あり、その年間生産軌ま刀4．162千円である。生産期の比

率は電気用品がその大半で56・6％を占め、衛生用品23・2％、理化学用品16・4％、工業用品2・5％、日用品1・3％の割合

である。これ等に季節的繁閑期相棒にない。次ぎl五輪閏であるが、これは全生産量の3・9％に過ぎ一稚気用品がイy

F、中南米、沖乳台湾等に、衛生用品が沖塊に川荷されるi臣露で低調である。

赤　　煉‘瓦

調査対象工月別ま6工場で革聞亀田1磯を生産している。うち2社が大メーカーで近糾区需要の大半を充足してい

る。他は従業員10人内外の小企業で出荷ま年間大要なく、生産は夏季増産して蓄積の上冬期の減車に揃えるを普通と

する。なお、統計表中7月以時の渡産は1工場が休業閉鎖したためであるb
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第　4　童　物　価．・琴　計

1印　鱒賢者r物価‾指数

帥府統計局が香都道府躾の統計楓罪を通じて調査している消費者物価指数（昭和茶年1ヵ年平均を1∞としてい

る）の大阪市の蘇合指数は、昭和刀年1．年平均で5．4乳昭和連年上半期平均で8．‾5％をいづれも静贅している。こ

の総合指数を費目別に分析すると第1義の通りである。

第1義　　　大　賢　市　清　貴　著　檜　礪　指　数

昭　和　27　年　　　　　　　　昭　和　二お　年
昭利28年

蘇；合・指＋数
食　　料　　費

主　　　　食

非　主　食

被　　服　　費

光　　熟　　賓

住　　居　　費

上半期　　　　下半期　　　上半期　　　前年同期比

100．0　　　　　　104．1

1（X）．0　　　　　　　102．2

1（Ⅹ）．0　　　　　　　107．5

100．0　　　　　　　　99．2

1（刀．0　　　　　　　　88．1

1∞．0　　　　　　115．6

1（刀．0　　　　　　1（8．7

1（方．7　　　　1（追．5

1（方．5　　　　　1肌．6

ユユ2．6　　　　117．5

101．4　　　　　97．5

85．0　　　　　　84．2

1ZL5　　　　　131．1

1〔旧．0　　　　118．8

雑　　　　　費　　　1（刀・0　　　　115・4　　　　119・8　　　1鼠8

％2
　
3
　
3
　
7
　
d
I
　
4
　
3
　
9

4
．
2
．
鼠
ュ
．
も
は
9
．
9
．

一
一

嚢　　鶏，　ぬ

東京10も＿2％、触104．7％、名青島104・勿i、神戸10も4％、青森10も7％、千那・6％、冨山1m0％、甲府104・9％、

浜松10L2玖礫エ【8．9％、鳥l匠1朗．9％、広島1∞．7％こ籠島1（迫．8ガ．、長嶋104．8％の14都市はいづ九も全都市指数

よりも低く、京都10臥9％、大阪1〔5・4％、札脚・8％、帯広100・3％、仙台1悠・6％、高崎Ⅱ忘・2％、脚・0，i、

大津1〔6．8％、栗丘1瓜1％、防府1凪1％、今治1〔6・8％、福岡1凪5％、許減107・7％の13都市は全都市指数よりも商

いが、鹿児島市だけは全都市と同一棚を元している○

上記のごとく都市によって⊥2％－9，8％の軒があるにせよ、27年は各都市一斉に騰勢を指向しているが、これが遡

年に進むと更に一層その感を強くするものである8－

第2表　　蓼市別清貴著鶉礪緬数の期別平均

昭　和　27　年　　　　　　　　　　　　　　呵

上半期 期

一

－

ヽ

一

昭和刀年上半期は同27年上半期に鞍ベ24・2％のⅠ津鷺であるが、S大費目別の動静を見ると、光熱費カユ3・4％で最高

騰貴を衰している。これに次ぐものとしてほ経費の9・9％、住居費の9・3％などの膠鷺がある○なお、食料費は嘩かに

2．3％の勝景に過ぎないが、食料費中でほ主食が9・3％も肝貴したのに対し、非主食の方はL7％の下落となったの

で、両者のt摩藩が相殺してこの低佗潜貴となったわけであるが、家斉†費の大部分を食料賓に注ぎ込んでいるもの、す

なわち高度のエンゲル係数愕級にとつては1・7％の非主食下落の恩恵よりも、9・3％の主食貯霊の打撃のほうが頑く響

くものといわねはなるまい。これとは反対に下落しているものは被服史でありて4・4％の下落となっている。

なお、晶臓1佗を示した光熱費の欝貴主因は、刀年n月にガス料金が暫上げされたのと、電気科金の冬期料金へ

の移行があげられる。

また、5大賢日割のうちではただ1つの下落辛目となっている被服費指数の乳1、拓・0、朗・21土地に鞍べて着るし

く7ソバラソスに見受けられるが、これを戦前水準に甘さ′クした場合どのようになるかを検討してみる○いま、統計

局の轍としてIま直納医に罠するものは公表されていないので、同局の公表されている東京の轍（昭和9年．11

年を1．0とした昭利茄年度pyク指数は、蘇合2張・5、食料P》・4、主食Z花・3、非主食3遡・2、被服亜7・4．光熱1鼠5、

住居1〔忘．3、雑費195．8であるから、これにより昭和茄年は衣料品の不足食料品もこれに傲ているによって異柵を

勤したことが亨かがわれる）をからて大阪の昭和8年上半期指数を戦前水準にひきなおすと、臣倉持指数は咽．食

軒指数は咽（主食と非主食はほとんど指数差がない）、被服指数は4〔喝、光熟指数ま孤韻、居住指数は1∝韻、

雑指数ほ喝を京している。このよ　な概肋から判断すると、前述の昭和器年を基準とする被服指数は、哉前指数に

ひきなおすとなお高率を維持しているというべきである。その他についても、非主食指数は主食指数にごく薮近して

いるが、なお蘇合指数よりもはるかに帯く、光熱指数は器年基準の鴇合では欝含指数よむも約孔％低いが、戦前基準

の揚倉では逆に約刀％高いし、住居指数は蘇合指数の半分臥難敵は同じく10％印低位といづ九も推測されるo

t引　金国都市の消費者物価指数

全国正教市蘇合の消費毒物饉指数は昭利か年平均指数1凪0％を元している。これを都市別のものについて見ると、
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廟　小売物価地域善指数

総理階統計局の調査にか⊥る大阪市の小売物柑差指数（遷都市平均＝1∞）は、唱和27年7月～9月平均で∽

6・1％同10月一J2月平均で1（蔦・3％、卯年1月一3月平均で皿4％、同4月一6月平均で104・2％であるが、これ

を6大都市について比較すると、各期とも神戸市が一番高く、名古屋市が最も低い率である。

笥3表　6大義市の小布鞠＿麟地壌義鵜軟　　　　　遷都市平均＝100

昭　和　27　年

京
浜
声
帯
蔽
戸

古

東
病
名
束
大
神

7月－9尺　　　∽兄－12月

1血8　　　ib．8
104．7　　　　　　103．7

99．0　　　　　　！給．0

1〔絡．9　　　　　　1C6．0

106．1　　　106．3
1鴨．2　　　　　　107．3

昭　和　二迫　年

1月↑3月　　4月一6月

104．4　　　　　　1〔6．7

103．9　　　　　　105．0

99．8　　　　　　1〔刀．7

1伍．5　　　　　　1瓜．0．

105．1　　　　104．2

1C6．0　　　　　　1〔拓．4
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上記は集合指数であるが、食掛指数においてほ概して集合指数を下繕っている。ただし、名古屋市と神戸市は食掛

妙筆合指数よ句も鱒、なお全国の綱査輌こ4半期について比竣すると、縮合鰍の最高を泰し

たのほ神戸市の1鴨．4％で、最旺Ⅰ嘲富市の92．7％であった。

因　大隈市内の小売価格

大阪府統計課が大阪市内において調査している日用品の棚橋統計臥統計薫に詳しく掲げてあるが、そのうち

主要商品の2、3についてd、秀価格の変動を見ると次の通りである。

精　　　　米　（内地自雅一1升）

精米は、いわゆる閣価格を調査しているのであるが、昭和益年1月には1瓜円であったものが、㌘年1月には1∽円

に騰貴し、遊軍1月ではなお16〇円を維持していた。これを半期環の平均価格にして見ると、茶牢上半期平均は155円、

同下半期平均165円33銭．㌘年上半期平均16〇円9喝、同下半期平均171円57銭、詔年上半期平均162円5：戦と経過した

ので、一応160円前後で安定したかに見えたが、昭和刀米致零度の凶作が明確化するに乱、米価の冴贅を来たし、例

年なればu月の新米出国期に下落していた従来の定型を敵って強気を続け、遂にZ犯円という前月の記厨をそのまま持

越した。

第4表　　　　木　　鐸　　の　　推　　種　（円）

昭　和　26　年

〝　　27　年

〝　　28　年

上半期　　　　下半期
155．（X）　　　　165．83

1由．幻　　　171．67
162．50　　　　　Ⅹ忘．00

註：お年下半期は7′一m月平二均

9　月　　　10　月

165．00　　　　　180．（Ⅹ）

1即．0つ　　　　　18：1．（追

加，（X）　　　　m〔D

11　月

160．（：0

165．〔O

Z試）．00

小　蓼　翰　（内地顎、白、中、1貫）

小麦粉は喝和義年1月1弧円、刀年1月1∝〉円、刀年1月1幻円15餞と軌1ているが、半期ごとの平均価鳥は益年上半

期遁5円、同下半期ユ82円弧銭、訂年上半期1餌円33銭、同下半期1℃円03銭、：陰牢上半期197円5職となっているが、小

麦棚橋の動きが米価の変動に呼応しているか、あるいは無男心であるかの検討責科を戻すと婁5表の通りである。

勢5表　　　　中　■　粗　鋼　柵　の　撫　尊　（円）

昭　和　26　年

〝　　27　年

〝　　28　年

上半期　　　　下半期　　　　9　月　　　10　月
195．（追　　　　182．50　　　　180．（蔦　　　　1弧00

180．33　　　　19）．03　　　　193．15　　　　1弧．00

197．53　　　　1SB．∝l　　　　卸．00　　　　1∝）．∝l

註：8年下半期は7－11月平均

11　月
181（Ⅹ）

192．（X）

m00

櫨　書　　け　（切身100匁）

壇さけはヂウ高気配で終始している○すなわち、卯年以来の各期間平機略を慮次にあげもと、1孔円田銭、

1刀円・147円野鼠15椚田銭・遇円69銭と上向線をたどり・‾丑年7月一m月の平均は100河10銭となゥたが12月を　≠

含めた6ヵ月平均傭格はこれよりも高くなるものと思われる。

塩さけが毎年年末には鑑上りをすることは周知のことであるが、最近の推移は第6表の通りである。

第6表　　　　義　書　け　儀　柵　の　撫　鯵　（円）

年
年
年

器
27
刀

和〃
〃

曙

10　月　　　　n　月

1m00　　　　1刀．00

150．00　・　1弧∝）
1弧∝1　　　　16鼠33

u　月
対　前　月　比

ユユ　月

140．（氾　　　　　8．33ガ

160．00　　　　　　　0

之（冶

12　月

7．勧
6．67

嶺　　■連　　記

鳥れいLよ　（男L十‾く、執痢地姐■i贅）1‾∴

馬れいL上は年　回収収　するので、価格の変化も2周波になるのが普通である。昭和器年の第1次高価格を表した

のは2月一5月（平均鹿格135円）、第2次高価格は10月～u月（平考価格1〔カ円）でも？て、．＿ま長第1次み匠価格は

6月一9月（平均価格の円）であるが、第2次の低価格はあらわれなかった。

霊　悪　霊．…芸二；岩等諾慧呂；孟三三品完r‡票恕軌‘一
昭和a年においては

高　価　格　　　4月～6月（平均価格135円）　8月一」⊥月（同100円）
低　価　格　　　6月一7月（平均価格貼円）

且上の如く・昭和刀年も第2次の低価格は月應めにくいのであるが、3カ月の移動平均にエ？て価格変勤の経過をみ

ると昭和26年が威準塁lを京している。

第7表　　　　1轟．いLよの麟梅推移．（3カ月の移動平均、円）

2月　　3月　　4月　　5月　　6月‾　7月　　8月　　9月　10月・n月

昭和式年　　1：沿　1：氾　140　　m3　　103　　　甜）　　83　　　87　　　93　1∞

〝：打年　　1（刀　　　97　　　97　　　97　　　83　　　83　　　93　　　93　　　9〕　　87
〝2数年　102　1〔B u5　117　　107　　　90　　97　　1（追　　1（刀

註　円未満は匹槍玉大

人　絹　地（幾消、塩瀬、白、申、MAl罰程度、祖吋巾、1ヤール）

人縞地価格は卯年の下半期から下り坂となり、刀年の下半期で一応の直を見せた観があるbそして、遜年上半

期に入ってやゝ反蹄を元し、その強気のまま下半期を迎えている。

第8義　　　　人　絹　地　儀　格　の　推　移（円）

昭　和　式　年　　　　　　　昭　和　刀　年　　　　　　　昭　和　刀　年

上半期　　　下半期 上半期　　　下半期　　　上半期　　　下半期
止6・即　　　　　飴・刀　　　　　8ユ沿　　　　　65．（刀　　　　　70．（》　　　　　76．∞

註　遷年下半期は7月一」⊥月平均

木　　　　炭（黒鼠なら、上1軸麦、1験）

木炭顎は毎年冬季に倍上りして向春とともに下落するのであるが、追月は特に正月需要のためその年の最高価格を

元すのが通例である。

努9表　　　木　規　礪　格　の　推　移（円）

集1・4半期　　　集2・4半期　　　辛3・4半期　　　無も4半期

昭　和　器　年　　　　323．33　　　　　310，∞　　　　　346．67　　　　　茶3．33
〝　　27　年　　　　353．33　　　　　　350．00　　　　　　3Ⅸ）．（刀　　　　　：追6．67

〝　　29　年　　　　4瓜67　　　　　4（蔦．67　　　　　420．00　　　　　475．00

■　註　認年下半期は7月～皿月の平均

囲l世帯当り1カ月平均支出金翫

大阪市内の「阪消費世帯すなわち農家、食料品店、単層世帯を除いたものが1カ月間に支出した頭金総額（租税、

貯金・送金など非消費夏用を除く）軋昭和刀年1カ年の平均で19，祁円となり、そのうちの食科賓の占める割合

（ェyゲル係数）は労・7％である．また、遷年上半期における平均蜘伽は礼498円（ェソゲル係数田．9％）

であるが、これを前年の同期と比較すると第1頓の通りである。
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舘1頓　　1世雷義り1カ月乎亀安雄『騰攣。‘、（円）

鱒謝絶毅　（内）食料費　　一食料費の占やる割合
昭和刀年（上半期）　　　17，刀占　　　　9，147　　　　　52．橘

〝　■　苫年（上半期）‾　　　　　刀，4；紀　　　　■10，4茄　　　　　　　町．9

上記によって、瑠御題年上半期は前年周期に比し1臥‾0％咄増であることが判明する。また朗に、卯年を

1〔力とする消費者腑をみると、刀年上半期が1帆1％を京したのに対し、28年のそれは遁・5％でも2％の肝貴で

ありたにすぎない点卑考えれば、支出増加の過半は消費増加によるもりと息われる○

大阪市における勤労者世帯の1カ月の実収入鞍注、昭和3年上半期平均で2，任地円、この世帯の安和地主2L727

円を表し、8刀円の黒字となゥてヽ、る。なお．勤収入と前月よりの繰越金を除いた実収入以外の収入平棚は2，926

円となっている。

夏に、刀年上半期平均の麦田の内訳を・検討す志と、消費支出が19，4！迫円、非消費麦田カ2，229円を京しているが、

消費支持の主なるものは飲食費9，2儲円（47．5％）、居住、衣服、光熱以外の諸費6二101円（乱3％）Jまた非消費麦H

においてほ勤労所得税その他の諸税を合して1，6刀円（73・0％）に達している‾。

仙　貫

第　5　董・‾‾　‾賃■‾金・骨　働

金

霹　1－墟　　一別

A　撤　　　　　　況

朝鮮動乱に伴い・各国の軍拡促進に車る貿易の伸巽と特需によって潤ってきたわが鮎済も聯一刀年では軍拡の引

延し・生産コスト乱等による海外市場の鉄幹で輪閏が不振となり悪化する一万・特需の持続によって補われ生産は

上昇したが雇用は微増となった8しかし産栗界に与える影響は業啓により・企業の媚によって異なるものとなり、

ひいては勤労者への待遇を左右する咽った○この様な枯野下にあった府下の棚の推移について毎月動労統計

訴査（鴨方調査）の結果により分析してみよう。

第1表　　　　文　　嚢

平　　　均

茶壷産業級数

笑　顔　　　指 ∋牧

昭和26年平均　　⊥㌫3：氾円　　　1∝）．0

昭和27年平均　　15，∝）7　　　　117．2

昭和27年1月　　14，669　　　　m0．1

〝一　2月　　　泊，911　　　　104．4

〝　　3月　　　13，837　　　　103．9

〝　　4月　　　13，〔81　　　　1（光．2

〝　　5月　　　13，5：氾　　　　101．6

〝　　6月　　　16，α：嬉　　　　1刀．2

〝　　7月　　　17，240　　　　129．4

〝　　8月　　　14，837　　　　111．4

〝．　9月　　　14，99〕　　　　1u．5

〝　10月　　14，585　　　　1（刃．5

〝　11片　‾　14，704　　　　m0．4

〝　12月　　　25，〔恍　　　　通．3

の　　‾撫　　　鯵

貸　■■　　金

襲！：造≡　茎葉

実　朝　　　　指　数

11．719円　　　1〔札0

13，647　　　　116．5

日，447　　　　1〔忘．2

13，〔rB　　　　エ11．O

u，024　　　　102．6

12，m9　　　　1（刀．4

11，瓜5　　　　10⊥4

13，39　　　　114．3

15，659　　　　133．6

13，コ忘7　　　　113．2

ユ3，053　　　　m．4

⊥乙769　　　　1C臥O

u，225　■　　112．9

乱，CI：泊　　　　179．5

実質賃金
調査産粟総数

指 た＃遺業指　数

1∝l．0　　　1∞．0

1，は．‾9　　　］ユ0．5

肌5　　　101．0
1（追．6　　　1〔右．9

99．7　　　　！追．5

！拾．5　　　　　98．8

％．9　　　　　98．7

115．8　　　110．1

1ZL8　　　1芦．8

107．0　　　　1〔6．5

104．7　　　　103．7

1m・ST lm・0

1かl．1　　　1瓜．4

179．0　　　　1穴）．6

叢実質飴指数は毎月勤労統計調査による罷銀塊鏑指数を消費着物鵡指数（大阪市平和で除したもの。

大阪における平均貸金及び実質賃金の推移を戻すと努1表の如くで・訂年における調査産業蜘用労働者1人平

均月間観与総額は15，駈円、また聾遺業のそれは13・朗7円となっておれ品年平和〉13，識円及び山，719円に対

してそれぞれ17・2％及び16・5％の増加を云した・年間の推移をみると・1月－5服舶机、状顔を続けていたが6月

以降・膿時手当・昇給等によって上昇率を高めu月に抽特別給与の著増によ調査産屋素数器，聴円、襲造影1，偶

円と最高に達した〇一鮫的な景気不振にも拘らず賃金が増加した柏として軋企業欄がかなれ大きいこと、萄隋

的賃上げ要勅：なされたことなどによるもりと息われる○このような魂亜卓絶顔の増加を実質箆金指数でみると前

年に駿べて調査産業級数m9％・製造業m5％の増加となっている。鱒与を内訳封にみると努2表の如くで、きまっ

て支給する触年間を通じて着実な措加を続け前年に較べてば・2％の増加を表し、韓掛に安軌われた給与では本年

も長期及び年末に願苛にあらわれ戦前の賞与形式への棚向粥まつきカしてきた。
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第2表　　　平　　　均　　　貴　　　会（調査産業級数）

奨金給与訟頻■∴．きまゥて支給する絵専　＿1時間咤私われた給与

昭和刀年平均　　　　　15，∝方円

昭利27年1月
〝　　2月
〝　　3月

4月
5月
6月

7月
8‾月

9月

10月
11月
12月

14，腿9
13，911

13，g労

13，881
13，539

16，∝減

17，240

14，837

14，9∝）

14，585
14，704

25，（：澤〕

13，569円

U，562
13，173

12，％5

13，122

13，072

13，527

13，461

土3，778
14，〇二お

13，9試）

1も314

14，8こお

B　産薫別平均賃金の推移

第3表　　1人平均月間現金鈴与鐘顔の養蜂

産　業　級　数
（革設業を除く）

昭和27年平均　　　1（沿．0

昭利27年1月　　　　94．0
〝　2月　　　　89．1
〝　　3月　　　　由．7

4月　　　　∈8．9
5月　　　　拓．7
6月　　　102．5

7月　　　110．5
8月　　　　95．1
9月　　　　鉱．0

10月　　　　93・5
11月　　　　9孔2
12月　　　160・7

製造業　票警芸　芸腎芸発雷莞墨そ建設業
1∞．0　　　　　1〔沿．0　　　　　100．0

91．2

95．3

88．1

三日．8

87．1

！抱．1

114．7

97．2

95．6

93．6

96．9

154．2

1（：均．1
’84．6

83．7

89．1

鉱．7
105．0

二三・二
〔B．1

％．8
91．3

167．1

75．7

72．6
1（：0．0

望〕．1

76．5

92．4

114．0

還：…
99．4

85．4

168．0

1（X）．0　　　　　1（：旧．0

97．2

84．2

87．1

86．4

和．7
113．4

閑．4
97．0

92．0

92．4

92．6
167．0

82．6

とB．0

証．7

82．9

85．2

107．4

05．8

94．8

102．2

101．5

101．4

179．0

昭和刀年1カ年間の産業別1人平均月間現金給与総額の推移を刀年平均を基準とした指数で示すと帯3表の如くな

り、最も上昇率の高かった産業は建設業の179・0（刀年u月の指数以下同じ）以下、金劇及び保険業の1臥0・卸売及

び小声業の167．1、運輸通信業及びその他の公益事業の遁7・0、製造業の154・2の額佗となっている0　しかし、これら

指数は夏期及び年末に輩与、偲時給与を支給したため大巾な増加を京したのでこれらを除くきまって支給する給与の

推移を表すと第4表の如くなる。

第4表　　　1人平均月鷹きまって支鎗する給与の推捗

産　業　級　数
（建設業を除く）

昭和27年平均　　　100・0

昭和27年1月　　　　92・6
〝　　2月　　　　97・1
〝　　3月　　　　95・5

4月　　　　96．7
5月　　‾　鉱．3
6月　　　！冷．7

7月　　　　99・2
8月　　　101．5
9月　　　皿，4

10月　　　－1取口
n月　　　1〔6・5
u月　　　1〔沿．3

常道業r　悪習芸　雷管茎莞莞雪雲蓋墨そ建設業
1の．8　　　　　1皿．0　　　　　1CO．0

9〕．1
！B．3

95．7

弘．8
鉱．0
99．6

■99．8

101．4
104．3

1d2．3

蕊を

甥．6
∈泊．1
97．3

98．5
97．7
99．0

潟．5
101．0

101，1

102．2

102．8

104．－1

93．8

93．5

91．4

94．5

％．9
99．7

1∞．4
101．3

104．1

1〔6．7

1（方．0

－113．0

1（刀．0　　　　　1（X）．0

94．7

95．3

95．9

％．4
％．7

1（：0．2

％．8
101．9

102．3

104．0

105．3

110．2

89．9

96．1

93．3

gつ．2

93．9

96．6

∈鼠3
102．5

11〔I．0

110．8

109．7

116．1

畿　　義　　鵬

最も上昇率の高かった産業は建設業の1遁・1（27年u月の指数以下同じ）以下金劇及び保廃粟め1m0、毒輸通信衰

及びその他の公益事業の皿・2、禦遺業の1鳳7、卸売及び小売麦の皿4・1となっておら、令塵栗共に上半期に鞍べて

下半期ほ昇給と労働時間の増加により着実な上昇率を続けた。

C　産業別賃金格差の推移

昭和27年平均

昭和27年1月
〝　　2月

〝　　3月

〝　　4月

〝　　5月

〝　　6月

日

月

月

月

月

月

7
8
9
1
0
1
1
に

〃

　

ル

　

ル

　

〃

　

〃

　

〃

集5表　　　賞　金　輪

郭遺業　票腎墓
100．0　　　　　　141．4

糠
禦

の
　
金
保
■

義

1（刀．0　　　　　　169．1　　　　　143．2

1〔沿．0　　　　　125．5　　　　　131．5

1（刀．0　　　　　　134．4　　　　　　213．5

1（力．0　　　　　　141．8　　　　　　1冥）．7

1（刀．0　　　　　　139．8　　　　　　150．6

1（刀．0　　　　　　151．3　　　　　　162．5

100．0　　　　　　137．4　　　　　　17⊥3

1〔刀．0　　　　　　134．6　　　　　　140．4

三笠：3　　雲冒：…　　芸：き
1〔沿．0　　　　　　133．3　　　　　　152．1

1（刀．0　　　　　　153．3　　　　　　1亀．0

移

運輸通信業及びそ
の他の公益事業

山．5

132．7

110．0

迫3．2

≠蟄 設

黒
　
鉱
鉱
如

業
．
8
．
0
．6
月

ul．2　　　　　　　87．6

127．5　　　　　　　9つ．1

143．9　　　　　　102．7

1∝・8　　　　　78・3
追4．2　　　　　　　91．4

119．6　　　　　　1〔0．2

じ9．0　　　　　　101．8

1】鼠0　　　　　　　弧2

1別．9　　　　　　1〔B．9

昭和か年1カ年間における産業別賃金格差の推移を製造業を基準とした指数で戻すと第5義の如くで、年平均では

最高は金融及び保険業の‾p2・Sで、以下卸売及び小売業の141・4、運輸通信票及びその他の公益事業の迫4．5、建設粟の

93・8の慣となっている0年間の推移では1月に限り卸売及び小売業が金則及び保険業の上位にあった。また建設業

が・6・9・10・迫月に禦適業を上廻った以外はいずれも低位は固定している。製造業申分薪の年平均で軌、ものに注

釈及び類似品製造裂31・4、第1次金箆製造業1品・0、輸送用機械器具製造業1：犯・2等があり、低いものにはその他の襲

適業62・6、衣服及び身担晶製造業63・1、木材及び未開品製造業7Le等がある。

D　男女別賃金格差の推移

第6表　　　女／男・：賞　金　轄　蔓　の．推　移

覧姦盈器　襲遺業　票警蛋　毒詔等莞欝慧諾嘉建設粟
昭和27年乎二筍　　　　45・0　　　　　43．4　　　　43．8　　　　　40．6　　　　　61．6　　　　　58．8

昭和27年1月
〝　　2月

〝　　3月

〝　　4月

〝　　5月

〝　　6月

月

月

月

月

月

月

7

8

＝

9

1

e

1

1

u

〃

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

0
　
0
　
6
　
8
　
7
　
4
　
3
　
8
　
8
　
3
　
7
　
⊥

亜
町
4
5
．
4
5
仏
側
吸
仏
瓜
4
5
偲
亜

5
　
8
　
6
　
4
　
5
　
2
　
0
　
0
　
9
　
0
　
2
　
5

岨
■
亀
隠
吼
瓜
3
．
朋
3
9
仏
隠
亀
瓜
丑
1
．

3
　
5
　
一
－
【
b
　
7
　
3
　
3
　
5
　
つ
－
つ
一
〇
　
6

亜
現
出
二
射
亜
揖
二
刃
侭
瓜
〓
射
場
遷

⊥
　
3
　
2
　
⊥
　
6
　
9
　
5
　
2
　
5
　
6
　
9
　
6

亜
祖
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彪
亜
瓜
4
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平均貸金について琴子に対する女子の比を示す革帯6華の如くで、昭和27年平準の調査産業級数でが敗0で．昭和遷

年4月～12月平均鱒鱒・5に駁べ＿て格差坤準がゥてい卑9＿産業別で鱒逼輪通信業及びその他の脚乗61．6が最高で、．
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以下樺鰹零の弧8、剣舞及びカ、弗葉鱒8」鱒遺業43こ．4こ‾金融及び保険業瓜6となちており、脚・地位や差があ

るも、同一労働屈屈十賞金の庶朋に住はど遠い現状である■0．

E、規樺別平均貸金

第7表　　　親　徽　別　　平　均　賃　金

＿全　親　可美　　　　5（刀人以上

d
】
一
一
■
1
－
－
も

産業総数建設粟を除く）

製　　　　造　　　　業

卸売　及び小声業

金融及び保　険業

運輸通信業及びその他の
公　　益　　事　　業

1〔札0　　　　　　　＿1CO．6

1〔0．0　　　　　　　115．3

10つ．0　　　　　　111．4

100．0　　　　　　　102．7

100．0　　　　　　　103，4

建　　　言投　　　票　　　　1∝）・0　　　　　　87・6

499人一1〔8人　　！拍八一：犯人

1（：8．7　　　　　　　　83．5

1C旭．8　　　　　　　　壬Ⅹ）．1

104．6　　　　　　　（旧．9

107．2　　　　　　　93．2

99．2　　　　　　　94．1

1（道．3　　　　　　104．3

昭利刀年平均の親横間貸金格差を全規模を基準とした指数で示すと第7表の如くになり、調査産業級数では最高は

勤労者S∞人以上の事粟所1鳳6、次いで勤労者499人一100人の事業所103・7、牌i勤労者閑人一刀人の柳・5

となっている。産業部では総体的に勤労者500入札上の革某所が饅位を占めているが、金謝及び保険業は勤労者偶

人一100人の事業所が、建設業ま勤労者閑人一刀人の奉業所がそれぞれ最高となっている。

F　主要都府県の平均賃金

大阪府の昭和訂年平均貸金の推移は全国平均の推諺に転べて1，∞円－2・∝P円を上廻っており、府漢別では神奈川

県東京臥北海道、榊乳に軌、て全国第5桝こ佗蟹している。・主要都府廃の平均貸金（現金給与総額）を列挙

すると第8表の如くである〇

第8素　　量　憂鬱　府尊の　卒均貫‾i（調査産業敵）

全国平均　大阪府＿　東京都　神奈川県　愛知腐　京許府　兵庫姫　福岡県

昭利刀年1月　13，726円14，醜円15・6刀円－16，5思円・12・3閑円一札176円15・1糾円15，6拓円
〝　2月　　は，7（刃　13，9止

〝　3月　　ロ，払3　13．【B7

〝　4月　　U，959　13，払1

〝　5月　　u，722　13；甜

〝　6月　15，31　16，（X叫

〝　　7月

〝　　8月

〝　　9月

〝　10月

〝　n月

〝　u月

15，g25　17，240

14，218　14，g汀

13．6：刃　14，瑛X〉

u，∝芯　14，盟5

12，g41　14，704

23，（84　　25，（：閥

14，6：沿　15，122　11，4：氾

15，597　15，434　10．991

15，6α〕　15，570　11．393

15，1∝〉　15，8三石　　皿．58：）

19，〔嶋7　■19，854　13，583

19，397　　礼34G u，884
15，∝）5　16，717　12，1〔沿

16．178　16，2（刀　　u，：透8

15，839　16，【跳　12，025

16，179　16，∝お　12，313

29，187　　29，566　19，側3

註　全国平職ま毎月勤労統計調査（全国調査）の結果による○

ロ，249　13，895　14，262

ur173．u沌∞‾　■14，754

ロ，581　13，651　14，657
迫，376　13，甜　14，鉱5

14，m　16，118　15，m

13，2乃‾　16，535　　刀，356

14，161　14，珊　17，185
13，662　14，671　14，779

日，010　14，114　13，557

13，2：労　14，590　止，276

22，132　　24，172　　24，071

l引　労　傭　力　の　消　長

A　労　働　力　人　口

昭和去年国勢罵童による大師の生産年令人口（M才以上の年令搬入口‘）は乙矧），4佗人に達し‾ているが、この

う如、ら兼事に専従する主離とか、動労に従事する意思なり詭カなら‾の欠けセいる老人その血を騨かた、いわゆる

鷺　　　暮　　‡8

労働力人口は1，関1，626人となっている。このうち、10月1‾日現在で証票していたものは1．4遍，乃4人を、また失業し

ていた者は65，832人を数えている。

前記証票者を虔栗駒に見ると、測道粟に従事する者が5．．11人、■卸罪業及び小売業ヒ従事する者が謬，白軍人、金

融業及び保険業に従事する者が乳149人、運輸通信票及びその他公益事業に従事する者がn8，009人とな。ており、

これら4産業を合した就業者数は全就業者の65・5％に達するから、残りの3．5％が底地産業、建設粟、サービス栗な

どの従業者となるわけである○な丸労働力人口比率．（労増力人口一←14才以上人口級数×100）を全国のそれと（労

館力調査報告による）比較すると第9表の通りである。

努9表　・労r t　カ　人　口　比　事

全　　　国

唱　和・25　年
〝　　26　年

〝　　27　年

二大　阪　府

55．8％

毎月勤労統計調査による上記4産業（公金粟を含む）のうち従業員39人以上の事業所における昭和25年の年間平均

常用芳熱暑数は哺S・謳1人であったから、これは前記国勢調査の4産業従業者の半数弱となるが、国勢調査の対象は

頭住鴨主義であるのに対し、毎月勤労統計調査は現幕嶋主葛であること、また前者は駿ての就業者であるが後者は常

用の就業者だけであること、雷に産業分顎に多少の犯人などがあるので、両者の汲差が必ずしも従業員23人以下の事

業所に従業するものと断定することは困難である○なお、昭和2時7月1日に実施された軍票所統計調査に現われた

4産業の従異見3つ入札上の事業所並びに29人以下の事業軒に就業する者の全産業に占める割合はそれぞれ61．5％、並

びに：迫・5％である。

3－　常　用　労　働　者

労鵬者所管のもとに、本棚許無が軒下の公私企業忙ついて実嵩していも毎月勤労統計由査（従業郎〕人以上の、

常道業、卸発案及び小売業、金機業及び廉躁業、遅絵貫及び通信業．その他公益事東が対豪となる）による府下の1

カ年平均月衰現在露用労疇者数は－、昭刊お年で張札％1人、■郎3年で筍3，亜〕人、即7年で493，733人であるが、・この

うち昭利27年の計数を季節別に京すと第10表の通りである。

第1囁　　　　鸞　用　労　鶴　巻　の　推　移

1－3月　　　　4－6月■’　　7－9月■　　10一」2月

朋㌘琵喜蓋∴芸還一　還器1選書霊　屋還＿
上記に上って、年間を通じ常用労埠着が考えず増減しっゝある中に、静飽的に見て一定の波が見和せることが＃

る。なお、上記によると昭和刀年中の讃少芳血書数は133・］2人に達しているが、他面増加芳弘着数がこれを上頻っ

て135，6乱入を衰しているも以上の減少と増加め合計労働者教を年間月末平均の常用芳聾者に対比すると54．4％に当

っている。しかしこれを従苓着の軽部に検討すると、男子労電着の異動宰47・堰、女子労轟音の異葡率刀．7％で、女

子異動率がはるかに軌、のは社会秩序の反映と見るべきであろう。

昭和器年の平均月末常用労臓を1〔ロとする昭和27年各月の雇用指数は第11表の通りである。

第m表　　　蕎　用　労　嶋　著　の　¶　用　播歎（昭和降100）

五用指数【異動率1　　　　　　雇用指数（異動率）　　　　　　雇用指数（異勤率）
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ヽ
－
．
く
l
ノ
ヽ
一
く
l
ノ

聖
篭
還

ま
4
．
S
a

′

■

き

9

9

一

7

－

9

芸
澄

5月　　10L6
6：月．‾1m・0
7月　　1∝l．4
，8月　　10臥6

59％
2亭二
04

95、

ヽ
■
く
1
．
く
ー
ノ
l
l
ノ

％・．
空
莞
蒜

4

▲

．

3

3

′　　　　　　　…

9
2
－
・
3
0

猥
温

月
月
月
月

9
1
0
］
1
2



38　　　t　　　遽

C　臨時及び日雇労働者

・
＝
　
欄
一
一
7
1
ぺ
q

＝前項の企業体において、昭和27年中に既菓した鷹時及び日豪労務者の廷人員注‾5，1亜・1（泊人に連したから、平均1

カ＿月の就業延人見ほ428，842人に当る○　また、この臆時労務者延数の常用芳捗者延数に対する比重をみると■、u月の

4．：氾％が匿帯粒で、6月の3．（刃％が最低位を元している。r

那義　　　欄時及び‾白鳥労鶉著の減算比審（昭和27年）

就業者延数（千人）

族時及び日雇　常用労務者
労務者（A）　（お）

1　月　　　　　403　　　10，422

2　月　　　　　416　　　11，m

3　月　　　　430　　　11，5u

4　月　　　　：B8　　　11，8（菟

5　月　　　　：蛤8　　　　m．：B4

6　月　　　　373　　　12，057

％8
7
　
5
3
　
粥
　
川
〟
　
H
u
 
m

3
　
　
3
　
　
3
　
　
3
　
　
3
　
　
3

就業者延数（千人）

値時及びEU蛋　常用労務者
労務者．（・A）　（B）

7　月　　　　　441．　　11．751

8　月　　　　　494　　　11，8；8

9　月　　　　431　　　12，056

10　月　　　　　4〔方　　　‾皿，8品

11月　　　　463　　■　11，954

12　月　　　　　5（拓　　　　は，052

％乃
　
⊥
5
　
弘
　
4
6
　
0
0
　
刀

3
　
　
4
　
　
3
　
　
3
　
　
3
　
　
4

D　労働力の需給　・

昭和27年中に、大阪府下の公共職業安定所に楓を求めてきた老ほ一般求職1為月平鱒，6超人で、前年に比し25．2

％と大巾に増加しているdまた、1カ年を通じた新規求職者はま汀，5別人に上るが、これは前年よりも4．6％も多い。

これに対し、職場からの求人数は1カ月平均17，824人を哀し対前年比9・3％の増加となるが、鵬に対する求人の比

ほ孔3％というアンバラyス状態にある○しかも、前年？求人比が24・4％であったことからして就職の門が益々狭め

られていることがわかる。次に、上記のうち軍医の放散人員はお，69人で、於牢の就職人員に比し9．3％の減少を戻

していやので、求職に対する革菜の割合は7・2％にすぎないが、これも前年の10・C％に及ばない点からしてもこれは

景気後退の兆候とも見らるべきでなかろうか。

次に、別臣求隠者の川頭数ほ昭和27年総数7，170，：丈8人、これに対する職場からの求人級数5，8刀，937人（求職者の

81・2％）で、これをそれぞれ前年に比畷すると求　著者ま6．3％を求人数は止．1％を減じている。

なお、上記のうち就労延数は早，7器，169人、すなわち求人数の組・5％に達しているが、就労先は前年に比し著しく

変化している。

第13表■　　　　甘　雇．‾労　務　者一　戚　＿労・先

柳2時f警金一昆

喝郎7年ほ金吾

民間草葉
2，001，126

30．鴻

1，48：），g好
2鼠47

公共事業　　失業対策事業　　その他　　　合　　一　計．

8〕1．071
9．31

：蛤1，・194
6．64

3，m，411
58．42

3，コ84，103
65．97

83，810　　　6，459，418
1．3〇　　　　　一100．（XI

nO，035　■　　5，7品，169
1．92　　　　　1（：0．（XI

は　労　　働　手　職　し

戦枝における大阪府下の労鮭珊ま耶牢に最も多く観したが、それ鵬霹件数は収蹄歩調をたどり、苧露

参加人員も著しく膵桝を見せ全体的には等鰐力礪化してきたことがうかがえる。

第14表　　　労　徽　攣　傷

作業停止行為

件　数　参加人員

昭和21年　　1∞．0　　1（0．0

‾〝22年　一　謁・戸　．103・4

〝　23年　　：支治．3　　475．2

〝‾24年　　：芙0．■7　‾　333．5

〟　25年　　375．0　　337．1

〝　26牢　　435．7　　352．1

〝　27年　　346．4　　335．0

作業停止行為の
伴わない扮践

虻　　　壇　　　仙

発　生　鵜　歎（昭和21年＝100）

件　数　参加人見

10つ．0　　1∝）．O

m．2　　178．1
524．6　　：芙芯．9

‾422．、8　　　94．■9

249．1　　　75．1

261．4　　137．5

：n3．5　　　40．3

二寧　　　計
′　　　　　ノ「ヽ　　　　　　一

件　教　委加入員

1∝）．0　　1∝）．O

m．8　　166．2

収．0　　：B4．1

403．5　　132．8

誼）．6　　116．7

31a8　　171．6

249．4　　　87．2

1件平均参加人邑

作　　業　作業停止行為の
停止行為　伴わない紛霹

1，109　　　　2，8g3

ム459　　　　1，852

1，354　　　　　2，017

1ご025　　　　　647

．997　　　　　　　869・

8架；　　　1，516

1，m　　　　　　572

罷業その他の作雛止行為を伴なった労脚7件について、その産業別に等扉規模を見ると、鉱業は発生8件、

1件当りの参加人員弘6人・製造工業が2件、同5弧9人、運輸通信票及び公益喀1件、同3，2弧5人、商業u件、

同岨3人で・金趨柔、サービス業などはさすがに作業を停止した等群は発生していない。鉱粟は府下に現業所がな

いため等許が行われても僅かに平均参加人員は防人弱にすぎないが・遵絵通信票及び公益事業にお、丁てをまこれが∋，ま氾

人弱に上り商業の4∞人乳工業の狙）人張に曖べ大体6倍程度の大規模なものであったdしかし、これは羊のなかに

等酢にかけては全国的に大きな魂院をもつ、関西の5大私鉄争奉が含まれていることが主要な原因と見られる。この

私鉄報土1月に見上げと準職金塊を改正の要求が年単位組合ごとに一偏に提目されたに鎗まり・4月のチト（4月

18日・刀自・器ロ）で戦後最難航といわれた学軌ま一応解決したが、6月には1郡の私鉄にス†が行あれ、秋に開始

された越年関学はこれまた難航してu月1日ストに突入し、12月10日に労使双方が第2次あっせん案の受諾で解決さ

れたという経過を辿ったものであった。
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第　6　童　　救 青

lll　薇r　　　　　　　　決

戦後学校噂蜜の改革に伴い従来の学事年報の調査方法を箆止して、学校慕本調査の名のもとに指定統計として、統

計法に基づいて学校長、設置者、市町村長に申告の蓑甥を課し、専ら地方集査の方法により昭和23年糞より実施して

いる。以下貯下における学校の概況を述べる。

昭和27年5月1日＝露在（従来は4月：氾日現在）の学校総数は1，495校で、国立11校（督啓学校は不詳）公立張7校、

私立5刀校となっている。これを学校種別にみると、新制大学17校、短期大学16校、旧制大学8校、旧制高等専門諸学

校2校、高等学校1洪校、中学校313校、小学校幻1枚、幼稚司器3校こ盲学校2校、ろう学校2校、各種学校187校と

なっている。前年夏の学校数と比壁すれば、級数において93校（66ガ）の増加を表し、5年前の昭和22年安と対比す

れi鰐5校（器．0％）の増加があ′り、年々約1割の増加をしている。鴨に減少をしているのは私立中学校の2校、私

立高等学校め・2校で、－いづれも入学志覇者の公立学校転換のあらわれであることがうかがえる。また旧制大学、旧事

高等専F剛の談少は、－■欄校の運命にあるからである。教員枚数は35，駕氾人で、その男女別は、男65．2％、女

刀．8％▲と■なりでいる。学生生徒児童幼児無私男9，43〇人で男52．5％、一女47．5％である。学校1校平均教員敦は24人

で教員1人担当平均生徒数は刀人となっている。いま学校別による分布状況及び教員1人当りの学生生徒児童幼児の

割合を戻せば第1表の通りである。

詣1表

幼　　　稚　　　園

小　　　学　　　ノ絞

中　　　学　　　校

高　　等　学　校

新　制　大　学

短　期　大　学

旧　　制　大　学

旧制高等専門頑学校

竜　　学　　疲

攣
膵
犯
警
完
1
7
誓
2
2
2
8
7ュ

学

の

教員数

1，357

13，048

7，546

6，664

2，6〔8

578

1，254

霊
山
、
二
…
仙つ

▲

■
況
■
警
賀
曇
亜

t

校に付一教員1人に付き学生
数即決生徒児童幼児数
51．6　　　　　透1．7

24．6　　　　　遍．1

24．1　　　　　27．9

43．3　　　　　17．9

153．4　　　　12．9

玉．1　　　　　7．6
1弘．8　　　　　　3．2

33．5　　　　　6．7

（3．5　　　　　3．4

61．0　　　　　6．3

10．フ　　　　　Ⅹ）．4

（aI　不就学学令児童生徒

昭利刀年勤ま従来の学令児童生徒調査の調査方法を変￥し、府教育委員会に周囲て認可を受けた不就学の学令児童

生徒について調査することになり、また調査期日も10月1日現在に改められた。不就学の学令児玉は782人、同じ学

令生徒は227人で、その理由間をみると第2表の通りである。

第2表

就学猶予者

刀1（aL1％）

：丈○（82・6）

22（刀・7％）

33（24・6）

不　慮　攣　学　令　見　霊

就学免除者　貧困による者　居所不明者　　その他

45（皿．0％）　8（2．0％）

39（18・4）　9（2・4）

不　虹‾攣　攣　令　生　徒

n（11・8％）　偲（亜・4％）

12（9・0）　乃（防・0）

16（3・9％）
13（3．5）

6（6・4％）

5（17）

8（2・0％）
4（1・1）

9（9・7％）
5（3・7）

tE　　護　　12

上記の適中誌可を受けたものにづいてめ調査で＼前年度と比較しても著しく減少してヽ、る○兄貴では就学猶予者が

8割も占め、殆んどが1学年に就学する際病弱により1年間の猶予をされたものであり、生徒では青函に上る着で家：

庭草信による起因を哀している○

は）小　　　学　　　校

昭和27年度における学校数は幻1校．（国立3校、公立517校、私立m校）でト前年資に比し17校■（3・3％）増加して．

いる。次に市部別の分布状況を戻せば第3表の通りであるp

第3表　　　　古　郡　別

市
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教員数は13，0個人で、前年茸より5；9人（4・5％）培加している0枚薮のうち本務者12，976人（乳4％）、兼務者72人

（0・6％）で、本務者のうち男は7・∞1人（53・7％）、女5・975人（45・7％）、兼務春男器人（0・3％）・女36人（〇・3％）で

ぁる。次に職種別こよる割合をみると、一級教の防・5％が教染、7・9％が勤救急、4・1％が按良⊥9％が養護救急・0・4

％が講臥0・2％が餐護助教諭となっており、1学級について●の教具の割合をみると教諭・助教義で⊥2人に当る○

事務職員は3，159人でうち■本務者男822人（述・0％）、女910人（乱9％）兼務者は男1，器4人（40・0％）・女162人（鼠1

％）の割合となっている○

児童総数497，010人で、その割創ま男5〇・6％、女49・4％であも。また設置者別にみると・公立学校に学ぶもの491，9

乃人、私立学校3，友絶入、国立学校1・747．人となっている0本年度の児童級数を前年蜜と比頃すると・6・刀7人（1・4％）

の増加になゥている。次に各市都別の分布状況を表すと第4表の如くになる○なお1学級平均児棄数を算田すると

47・7人の割合である0
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㈲‘中　「一学　　校

昭和刀等壁における中学校ほ総数乱3校のちち、国せ3校、．塵立24頓、私立砿校である○これを前年度と比較する

と、8枚（2．硝）の増加を元している。次に学校の分布鱒況を与ると、市無敵のGL6％、都執ま乱4％であるム

以下学校の分布状況泳第5表の通りである。
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43　　　蓼　　邁

教員の鰍7，別6人でうち男5，4労人口2・8％）‾、女2．C53人（刀．2％）である。本務籾別に分けてみる・と、一本務者

は6，発7人でこ級数の89・7％を占め、兼務者ほm人で10．3％である。■

教員を職種別こ分けると校長313人（4・1％）、教諭6，4弘人（苓・6％）、助教諭41人－（0・5％）、講緬69人鱒．7％）、

養護教諭・養護助教諭刀人（1・1％）である。教負数を前年度に比較すると駕6人（5．4％）の増加となっている。また

1校当りの教具掛ま刀・6人の割合である○教員以外の職員掛ま2，∝万人でうち男1，26人（弘8％）、女7刀人（遷％）

である○総数のうち本務者は1，防7人で52・6％、兼務者鉱2人で47・4％となっている。1校当りの職員数は6．4人であ

る。敬具数を前年度に比較すると6％の増加となっている。

生徒陵は210，乃9人でうち男107，244人で弧・0％を占め、女103，015人で亜・0％を占めている。生徒数を前年度に

比較すると男3滴7人（3・4％）、女4，161人（4・2％）の増加となっている。1枚平均の生徹をみると総数においで

は672人、公丘においてほr和人∴私故においては2拓人となっており、市部では8田人、郡部では371人となってい

る。次に地絨別生徒の分布状況を京すと市部褐・9％、郡部n・1％である。以下分布の状況は第6表の通りである。
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池
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生
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男
親
警
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㌔
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屋

烏
龍
北
南

円
内
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河
河
河

市　　　⊥2％
君6　　　2．0

郡　　　1．4
郡　　　3．3
都　　　2．3
部　　　4．4
君B　　　5．3

君臣　　　2．4

㈱　高　等　学　校

学校数154校うちその内訳は府立48校（31・2％）、市立32校（刀・7）％、私立7噸（偲．1％）となる。このほかに府

立の分校が21校あるが、これは交通に恵まれぬ黒山癖均の向学心に燃える子女に、高等学校の教育をうけさせる進路

を軌、ているものである○前年匿と比較すると、本校において1校の増加となっている。次に課程別をみると、通常

のみの学校は85校（5％）、定時制のみの学校が12校（8％）ト通常定時制併置の学校は訂校（訂％）である。更に普

通　職業粟課紺の学校数をみると、常道課程の学校は刃校で緋の乳・3％を占め、残りカ樹医となっている。

教員段数注6，6別人うち男5，4旧人で総数のむ・3％を占め、女子教員は1，迅1人で17．7％である。本務兼務別にみると

本務者が4，931人で級数の74・0％を占め、兼務者が1，73人で茄・0％となっている。次に前年度に比喫すると、謳0人

（16・8％）の増加をしている○更に聴種別に前年度と比較すると校長3人、教諭740人（17・4％）、講師刀5人（25．5

％）それぞれ増加を元し、助教義6人（11・1％）の叔少をしている。1校当りの教員数をみると府立で62人、市七で

は筍人、私虚では諏人となり、府立の教員数が最も売笑している。級に対する1枚平均は43人で、前年度の1校平

：句より6人上廻っている。

教員以外の職員級数は2，6（B人で、うち男1，7封入（6臥6％）、女鉱9人（33．4％）となっている。そのうち本務者は

1，舗5人で刀・2％を占め、籾者は26・8％の6常人である。次に設置者別に職員数の割合をみると．肝立1，2器人で級

数の47・5％を占め、市立は726人で27・9％、私立は641人で封・6％となっている。1枚当　のの唖をみると府丑で

は茶人、市立刀人私車9人で府立が最も多い。また職員総数粧対する1校平均は17人となっ七いる。職員肋を前

年度に比喫すると訂5人（16・8％）の増加になっているd一

生徒級数（専攻科、別科含む）はn9，劇0人で、うち本科生錘総数は皿7，629人（粥．4％）となっている。男女別に

みると男72・99人で62・■0％を占め、女は現，679人で（鼠P％）を占めている。いまこれを前年産の同一事笑に比較す

籠　　領！　側

ちと鰍で脚，糾人（比0％）、男で血虹6人モ6・1如上1女で痕艶人（4・9％）‾と亘れぞれ増加を元している0

設置者別にそ錮合をみると、府立ほ乳231人で（47・0％）・市軌茄，533人で22・6％・私鱗凱5人で3〇・4％とな

っている。通常采配田寺昭熱こかナると・通常躯は92・逓人で級数の乃・4％を占軋岸脚部姫孔443人で

皿．6％を占めている01校に対する生徒数の割合場数において764人で、設夏着別にみると府立1・151人市が31

入学者訟掛ま43牒人で、このうち那あ乱入（61・4％）・女は仏約7人（33・6％）となっかも。前職の入

学考に比断ると紋で酢刀人（3・0％）の増脈元一し、うち男では糾7人（2・0％）・女では抽入（1・0％）でそ

れぞれ如となっている○入学志願革は絶研・3つ2人で前年糞よりい95人（6・0％）如している。入学慈恵者畑

する入学者の蘭離鰍についてみると・入学志隠者100人に対し入学者は褐人の割合になる○いま琵琶著明及び男

女別に入学志願者を100として入学者数を真田すると第7表の通りである0

第7表　　　入学響／入学志摩著

群　　立

市　　立

私　　立

男

入学志願者　比率

15，737　　1∞

9，3）5　　1〔迫

10，337　　1∝）
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（6）幼　　■稚　　園

幼稚園総数拝謁3園でそのうち国立1（〇・4％）・公立泊（37・6％）・私立163（62・0％）となり前磯より喝く刀・4

％）勒している8縁取のうち大阪市にu3（47・7％）、衛星都市32（35・0％）・脚に亜（凪3％）となりひる0

組数は923（国立〇・6％、公亜⊥4％・私立弘0％）で前年度より255（乱2％）の増加な京しているb

教員籠款肌357人で前年配比し499人（55・2％）の軸になっている01幼稚園匿対する教鯉は5人で市脚

にみると市部5人、郡部は4人である。幼蜘濾炉，955人で、うち男動乱3人（乱9％）を占め・女が即吸入

（軋1％）で、前年動こ比酎・ると13，琵9人（詑・1％）の増加を元している。

囲・各　種　学　校

絹学校敵性呵責である。そのうち離のみの学校が亜校（n・軌賽由のみの学削山鹿（S・9％）・底夜併

置学酔抑ぷ校（詔・7％）となっている0前年配比射ると19校（17・1％）の増椚ある0学軽妙を学棚由

凱てみると刺洋裁の学校で全校の田・2％摘臥僻の酢の波に乗り漸次舶していることを乱でいる0生徒

鰍ま劇，聞入で、うち射抽入（19・6％）、女32潜入（弧4％）と加ており、これ摘年配比断ると・男

。23人（1。．転）、女でが一］3人（22・8％）いづれも脚を乱壱いる。

181学　校’施　設

肝下における辞校休学前部脚並び虻困立付許諸学校の施設は除く）の占有す碓腑削3・141周明

となっている○いず平方粁に換計ると・紺0・呼方肝になり、ほぼ大阪市此花区の行政区州に比適する○昨年変と

比斬ると岨3周坪（15・2％）の増加しており・そのうち学校施設として使用している麟（学校施設以外に使

用してい各校租と脚】一坪あ。て・この鰍湖▲公民臥那局貌朗紬ているものである）を学校穂別に

、よる割合とJそのうちの運動場面蝋及び生徒児童幼児1人当のの動動眉清納ると那表の通りとなっていろ○
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比率．　運動場

脚・1声．　759，汗〉1坪
刃．5　　　　斑鳩．防4

24．1　　　3沿，470

3・1　　　　62，5！裕

0・4　　　　　6，931

2・8　　　　33，882

生徒児童幼児1人
当りの運動揚面積

1t幻坪．
2．89

3．26

‾　1．61

5．52

0．83

次に学轢施設として使用している建物面積をみると、全校舎面積で卿，工場坪であるが、いまこれを前年露と比綬

すると・弧971坪（7・1％）の増加とな云ている0（この増加面粁主災軍とか、板壊しの面積を差引いた痍りの新築、

増築の面積である）全校舎両脚D用途別をみると・一脚交合が763，料坪（阻8％）あって、酌の鉱，473坪（tL2

％）が講竪屋内運動騒（u・2％のうち8・9％あり）等となっている○一般校舎を更に細分すると、教室岨6，m7坪（別．5

％）・冥験実習室32，181坪（4・2％）、管理策係その他（管礪係その他とは校長童、職員室、僻、廊下、便所等

を云弓）が、315，防3坪（4L3％）の割合となっている。

いま生徒児童幼児1人当りの一般校舎の面積と前年露の同じく1人当りの割合を比壁すると、第9蓑の通りであ

る○

第9表　　　生徒免責幼児1人当りの練舎面積

邁晶娠葺讐鷲指豪官長雷雲蒜芸完
小　　学　　校　　　45．1人

中　学　校　　ナ3・8
帯　等　学　校　　　32．5
幼　　稚′　園　　　53．5

留ろ　う　学校　　　27．7
督　稜　学　校　　　73．7

註1教室を罰坪と換算する。

0・77坪
0．81

1．41

0．57

3．42　－

0．40

0・74坪

9．82

1．46

0．72

3．59

0∴労

埼　耕

＋0．03
－0．m

－0．05

－0．15

－0．17

＋0．02

（9）学　校　経　費

大阪府下の学校盗菅のための経費としての昭和26年露の決算雲削ま8，539，775，8朗円（大学高等専門苛学校並びに国

立付際諸学　の学校安ま除く）で、前年度に比較すると1，8器，4約，刀2円（刀．4％）の増加を戻しており、肝一般

会計決算額16，3礼2刃・478円と対比すると52・3％に相当している○これを学校種別め割合及び1校当句の平棚をみ

もと第1唄の通りである。

第10表

園
校
校
校
校
播
妄
上
校

推
学
学
語
銅
㍍

幼
小
中
高
盲
香
道
2
併

学　餃　別

1決算頴

1g‡，1：追千円

3，831，324

2．149，051

1，413，∽

78，413

‾2上船，319

1．559

634，3α：〉

疇
讐
震
崇
∽
3
・

。

嘉決

1枚当りの乎蓄癌
‾　840，038円

7，29；，296

8，735，978

16，∝沿，621

19，∝吼243

1，4飴，3生3

7甲，8甲
4，173，550

いま公立学校り決算薮をみると7，5翳，勝R円になっているが．府市町村の教育史9，か5，1糾千円に対して8L5％に

なり・‘一残りの凪5％が事務局費、社会教育費等になヶている。また教育費に対する蔵相紗3，m3，別1千円の割合を

中　　濃　　欄

みると皿．5％に相当している。更に、筆脚坤児（昭和4月刃目深草の唖瑚‾の1人当身の平均軌をみる

と封1表の逼りとなっ◆n・る○∴

1・r糾喪　　　公立攣挨攣韓義椚決算蠣

稚
学
学
等
㌘
信

助
小
中
高
盲
各
通
公立学校

私立学校

園
校
校
校
校
校
育
数
数

学
学
学
教
偲
牒

在籍者数

13，6〔6

485，635

178，711

76，158

1，u1
275

∝B

756，m3

1凪測

i矢纂軋　　　　．1人当りの金劇

103j遷千円

3．8：B，00

乙145，271

1，恥1；9
78，413

9，154

1，558

7，566，8∈拓

労2．m

7，610円

7，884

12，∝沌

18，254

伊・鋸9

33．2鱒
3，〔67

9，5粉6・

9，238

この支出細を人件費と物件費とに区分してみると、教隠見の給与手当にも双）・921・940円で総級の位・r7％を占め・

残がが施設設賓（総額の23％）、維持鯵拷費等になっていろ○同じく設家老別にみると第u表の通りと－なっている〇

第㍑蓑　　　n t著別支．出義　鎮

人件費　　　　　　　　　　　物件費

府　　　　立　　　　727，147千円　　刀・8％　　　　芸冷，罰B千円　　刃・2％・
市　町　村　立　　　4，144，乃1　　　63・5　　　　2，：支6・6u
私　　　　立　　　　478，盟4　　　　亜・7　　　　　弧】・捌

総経費8，5刃，刀5，拓4円を充当するための財源をみると第13表の通りとなって1、る。

第13素　　　　月

国庫安川金　　側7，735千円　4・7％
府　麦　田　金　4，623，弧7　　53・6

市町村支出金　2．1礼746　　24・7
肺町村の起債　　亜2，m　　5・0

：妬．蚤

51．3

濃

寄　附　金　　鉱，3遷千円　0・8％

設置者負担（私立）827，9遥　　9・6
借　入　金（私立）1：軌岨1　1・6

帥　学校衛生統計の概況

戦後学校における身体枚査の結果に慕く統計が、国民体佗測定の唯十咽賓粁となり・昭利23年度より学校衛生統計

調査として統計法による指定統計として、全学校について市町村の臨カにより調査したのであるが・’昭和刀年度につ

いて削、学校町1∞、中学校追／100高等学校1／3の軸用率によって抽出された学校に対し・直瑚査したもので（昭利

訪年度より抽出調査を実施している）以下欒計結果の概要を述べる○

計測検査は第14表の通りセ∴身長は男女ともに逐年全国平均よ摘凪と陀しており・体重も身長と同様全国平均よ

り上位しているが、n年よりそれ以上になるに従い全国平均より下位たなっている0岬につ七、て軋全国平均より

逐年とも下位になっている○また坐高は身長と同様ほぼ全国平均より上位した結果になっている8一見して都会人の

典型的な「ひよろなが」の発育ぶりであるが、戦前の体位と比阪すると・小学校の低学年では一般的に発育状況は良

好である。これに反し小学校の高学年及び中学校・高等学校になると・まだ発育が不良で好転していないことを表し

次に疾病異常の検診の結果をみると、まづ第1に結核疾患では⊥0刀人について爛7人、中学校7人、高等学

校m人の羅息があり、寄生虫卵保有者は受検人即00人について・d、学校で乱入・中学校亜人・高等学校では朝人の

保有があり、むし歯の兼処置のものは同じく1CO人について、小学校で亜人・中学校で罪人・高等学校で49人がむし

歯を持っている凸近視で払（加入について、小学校関人、中学校mO人・高等学校167人になっている○またトヲコ
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取　．畿　　違

ユ÷軌恥入とづいせ、旬、軸働凡∴触人卜高等学榛お人が触患’っせいもム

以上の如く結核性疾患は受検人員1・（加入について平均12人に当り、昨年の加入より罷患者数が少なくなゥている

ことは大変賽はしいことであるが・寄生虫卵鱒御概ね2人に土人の割合で寒心にたえ寧い。特にむし歯（前年費は

小学終戦h中学校溺人・高等学校個人）∴近視（前年割まカ、学校町人、中学校錮人、高等学校lC8人）については文

化病と云あれるくらい戦擾年々増加しつ▲ある環状となっている。

第14表　　　　計　測　機　蓋　の　結　果　‾

6年　7年　8年　9年10年　山年12年　∽年14年
身　長（単佗翫）

大輪

全　国

昭和27年　男　1〔治．6114．9119．5124．4128．7132．3
〝　　女　109．31ユ4．2118．7123．5128．1133．3

昭和27年　男　1〔沿．3114．2119．2123．9上狛．3132．5
〝　　女　1（光．6113．6118．3123．3128．0133．1

昭和23年・男　1〔沿．21日．8117．4121．9126．113）．4
〝　　女　107．3111．9116．4121．0125．713）．6

昭和l嘩　男　109．1m3．9119．3125．01透し2132．9
〝　　女　1（沼．1⊥12．9117．7123．0127．7132．7

昭和ユユ年　男　1（刃．0114．0ユユ9．0123．71題．2132．5
〝　　女　1〔軋0113．0117．9122．6127．4132．8

体　重（単位硬）

大阪府‡喝讐7年
昭和27年

〝

昭和23年

全　国∴冊ご
昭利14年

〝

昭和11年
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胸　囲（単佗恕）

大阪府‡昭讐7年
昭和27年

昭和23年

全　国「陀霊
昭和14年

〝

脚11年
〝

坐　高（孝佗垣）

大阪府

全可
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昭和27年
〝

137．8143．4150．2
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15年16年

155．3160．4

159．9152．1

156．8160．3

151．0152．1

154．7158．2
150．3151．4

158．1160．9

1説〕．7152．1

157．9160．7

139．7144．7148．9150．6151．6

17年1時

162．9163．2

152．6151．7

162．6162．5

152．8152．4

18〕．4161．5

152．0⊥52．4

⊥
0
4
0
⊥
9
叫
＝
叫
叫

讐
竺
警
崇
品
9

5
8
6
6
6
8
叫
…

5
3
亜
5
3
4
9
亜
亜

3
A
b
O
3
9
3
8
5
7
ー
3

聖
竺
聖
慧
蒜
7
弧
4
7
5
1
4
7

8
7
4
0
6
4
6
0
5
8

弧
吸
収
岨
瓜
仏
像
瓜
吼
4
5
．

7
二
日
ュ
⊥
8
0
6
（
∫
5
2

切
札
4
1
4
2
お
亜
彪
亜
4
3
亜

9
⊥
⊥
0
4
9
9
2
つ
‘
7

凪
鼠
罰
鼠
諷
3
5
．
義
認
3
7
．
鼠

ュ
5
▲
U
5
5
3
5
7
ー
5
∩
）

詑
3
3
．
3
2
．
3
3
．
乱
3
2
．
鼠
n
設
孔

0
4
2
人
b
2
2
3
5
0
2

空
雲
莞
完
義
軍
誉
完
9

8
6
9
6
0
6
9
5
5
（
U

孤
26
．
2
6
．
2
6
．
孤
a
鼠
凰
鼠
鼠

7
－
3
7
－
ュ
0
4
6
7
3
5

別
封
別
2
4
別
2
3
朗
刀
別
刀

⊥
0
6
0
0
3
5
7
⊥
4

2
3
2
2
2
2
2
努
聖
祭
蒜
註

7
⊥
6
0
⊥
5
3
月
7
0
4

禦
㌃
鼠
製
品
1
9
．
m
m

8
3
6
1
人
U
9
5
7
1
6

滑
竺
豊
還
⊥
7
．
は
1
7
娼
1
7

男
女
男
女
男
女
男
女
男
女

6

6

　

9

7

2

2

…

H

8
2
乃
鮎
餌
鮎
幻

6

3

　

2

0

8

6

－

叫

乱
花
田
弧
弧
犯

7
⊥
　
⊥
8
9
3
8
3
7
－
0

花
取
乱
犯
乃
謂
弧
刀
弧
孔

76．76．77．77．犯76．警告蒜

3
6
　
8
5
4
8
6
9
6
6

乃
乃
刀
7
4
7
2
7
2
祁
乃
7
4
7
3

2
3
　
0
⊥
2
5
6
0
2
4

6
9
刀
刃
7
1
慧
蒜
禦
㌫

5

9

　

6

6

0

7

2

8

9

（

ノ

拓
駈
訂
由
由
鹿
6
7
柘
6
6
鴎

7

8

　

6

5

6

■

】

（

0

9

5

ュ

別
田
6
5
糾
朗
鼠
別
田
別
田

5
6
　
（
b
⊥
9
3
8
3
4
－
6

胡
乱
揖
由
6
2
臥
尉
臥
6
2
0
0

5

7

　

▲

U

2

3

5

7

0

6

6

m
弧
6
1
．
弧
軋
弧
弧
乳
弧
異

8

つ

▲

　

ュ

3

5

8

q

V

⊥

6

【

ノ

5
9
．
鼠
の
9
5
9
5
7
労
訂
鴇
5
6

9
4
T
3
6
9
2
9
3
8
9

5
7
．
弘
田
5
6
5
7
弧
5
5
弱
弘
洪

3
9
　
4
8
⊥
6
⊥
3
8
⊥

弘
5
4
．
寧
警
警
警
芸
道
5
3

男
女
男
女
男
女
男
女
男
女

0
8
4
⊥

船
田
的
朗

2
∩
）
4
つ
‘

鵠
糾
乳
弘

8
一
－
0
8

拓
幻
折
田

O
U
O
n
0
2

糾
幻
朗
幻

5
8
7
⊥

乳
軋
め
乱

7
つ
‘
5
8

7
7
乃
7
7
7
8

ュ
4
－
8
∩
〕

75
7
6
封
褐

8
3
7
2

■
つ
▲
3
2
3

7
7
7
7

9
3
0
9

7
0
7
1
m
刀

工
0
∩
）
8

∞
田
的
鎚

0
7
∩
）
6

訂
柘
訂
6
6

0
6
（
8
3

6
5
．
弘
弘
軋

6
⊥
4
0

∵
∵
∴

男
女
男
女

註坐高は戦乱戦後を通じて未調査のため不詳である。なお旧制の中等学校が5カ年で満年令に換算すると16

才になもので全国の昭和n・14年は該当なしになる。

統 篇
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